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5 月 23 日　婦人会総会 4 月 26 日　寺族会総会

6 月 27 日　仏教講座① 6 月 21 日　護持会総会・研修会

7 月 19 日　研修部研修会① 7 月 8 日　梅花流秋田県奉詠大会

7 月 26 日　宗務所通常所会（決算）　於　秋田キャッスルホテル
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先
ず
以
て
所
報
１
３
７
号
の
発
行
が
遅
れ
、
各

方
面
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な

遅
延
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
、
心
し
て
ま
い
り
ま
す
。

７
月
26
日
開
か
れ
た
令
和
６
年
度
第
１
回
通
常

所
会
で
、
慎
重
審
議
の
う
え
事
業
報
告
及
び
決
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
令
和
６
年

度
補
正
予
算
を
上
程
し
、
こ
ち
ら
も
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
補
正
予
算
を
組
む
に
あ
た
っ
て
、
昨

今
の
物
価
高
騰
が
如
実
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
繰
越
金
の
３
０
０
万
近
い

減
少
は
、
主
に
事
業
費
の
支
出
増
に
よ
る
も
の
で

す
。コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
各
事
業
が
通
常
に
戻
り
、

加
え
て
瑩
山
禅
師
７
０
０
回
忌
大
遠
忌
予
修
法
要

に
関
連
す
る
事
業
が
増
え
る
中
、
会
場
費
の
高
騰

等
コ
ロ
ナ
明
け
の
経
済
情
勢
の
変
化
が
そ
の
主
な

「
変
化
」
の
時
代

秋
田
県
宗
務
所

所
長

袴

田

俊

英

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
傾
向
は
続

く
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
各
事
業
の
運
営
の
仕
方

も
、
従
来
の
形
を
変
え
ざ
る
を
得
な
い
時
期
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
将
来
の
宗
務
所
の

改
築
等
に
備
え
る
基
本
金
積
立
会
計
に
は
当
初
予

算
通
り
１
０
０
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
た

だ
し
、
施
設
の
老
朽
化
は
激
し
く
、
今
年
度
に
入

り
浄
化
槽
の
破
損
が
発
覚
い
た
し
ま
し
た
。
現
在

見
積
も
り
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

の
修
繕
に
は
相
当
額
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
の
ま
ま

浄
化
槽
入
れ
替
え
に
す
る
か
、
下
水
管
に
接
続
す

る
か
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で

す
。
金
額
に
よ
っ
て
は
基
本
金
積
立
会
計
か
ら
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま

す
。
老
朽
化
は
進
ん
で
お
り
、
改
築
に
備
え
る
と

い
う
本
来
の
趣
旨
か
ら
、
老
朽
化
に
対
処
す
る
と

い
う
形
で
の
使
途
も
考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い

と
こ
ろ
に
来
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
想
定
さ
れ
な
か
っ
た

事
態
に
対
応
を
迫
ら
れ
、
柔
軟
な
宗
務
所
運
営
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
秋
田
県
曹
洞

宗
全
体
の
変
化
も
予
測
し
つ
つ
、
宗
務
所
の
在
り

方
も
ど
の
よ
う
に
変
わ
れ
ば
い
い
の
か
、
皆
様
と

と
も
に
考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
年
度
の
半
ば
を
過
ぎ
、
特
派
布
教
、
梅

花
特
派
、
梅
花
県
大
会
等
、
前
半
の
宗
務
所
事
業

も
皆
様
の
ご
協
力
で
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。後
半
は
現
職
研
修
、本
山
研
修
、禅
を
聞
く
会
、

設
立
記
念
集
会
、
さ
ら
に
は
こ
こ
数
年
開
催
で
き

な
か
っ
た
所
長
杯
野
球
大
会
に
代
わ
り
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
企
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
地
で
大
き

な
山
門
法
要
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

隙
間
を
縫
う
よ
う
に
諸
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆

様
ご
多
用
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
枉
げ
て
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和５年度曹洞宗秋田県宗務所　事業報告
秋田県宗務所事業

令和５年 事　　　業 開催場所 備　考 人数
４月 25 日 寺族会総会 宗務所 58

５月
1日 布教委員会・布教協議会 宗務所 41

23 ～ 26 日 梅花流全国奉詠大会 東京 43
所報第 135 号発行 予算報告　他

６月

1日 婦人会総会 宗務所 24
5 ～ 10 日 梅花特派巡回 管内 13 教場 特派師範３名
21 日 臨時所会 秋田キャッスル 教区長承認 他 27

21 日
太祖瑩山禅師七百回忌大遠忌

秋田キャッスル 427
東北管区予修法要及び管区集会
護持会総会 書面総会

７月

3日 監査会 宗務所 9
10 ～ 15 日 特派布教巡回 管内 17 教場 特派布教師３名
26 日 通常所会 宗務所 決算 27

禅の集い 管内寺院 13 会場

８月
9～ 18 日 宗務所休務 盆休み
29 日 宗務所長杯野球大会 中止

９月
15 日 梅花検定会 ( 中央・県南地区）　 宗務所 22

所報 136 号発行 決算報告　他

10 月
3 ～４日 現職研修会 宗務所 オンライン併用 115
20 日 梅花流全県大会 能代文化会館 369

24 ～ 27 日 本山研修会 永平寺 44

11 月
1 日 宗務所寺族集会・研修会 宗務所 24
7 日 梅花検定会 ( 県北地区）　 北秋くらぶ 14
17 日 禅センター設立集会・大遠忌予修法要 秋田キャッスル 295

12 月 25 日～　
１月８日

宗務所休務

令和６年
１月 25 日 宗務所梅花講役員会 宗務所 10
２月 29 日 諮問委員会・災害対策委員会 宗務所 14

３月
6日 宗務所梅花講講長会 宗務所 16
25 日 徒弟研修会 宗務所 5
28 日 通常所会 宗務所 予算 27
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令和５年度曹洞宗秋田県宗務所･禅センター　事業報告
【禅センター布教部・研修部・梅花部】
NO. 年 月　　　日 開始時間 担当 事　業　名・備　考 人数

1 5 年 ４月７日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 11

2 ５月 11 日（木）10 時 30 分 梅花部 講師等研修会 23

3 ５月 12 日（金）10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 7

4 ６月２日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 12

5 ６月 27 日（火）10 時 30 分 布教部
写　経　会 13

仏教講座① 26

6 ７月７日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 11

7 ７月 20 日（木）14 時 00 分 研修部 研修会① 11

8 ９月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 10

9 ９月８日（金）
10 時 30 分

布教部
写　経　会�� 10

13 時 00 分 仏教講座② 21

10 ９月 21 日（木） 9時 00 分 布教部 仏教講座・野外研修 24

11 10 月６日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 13

12 11 月６日（月） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 13

13 11 月 17 日（金）13 時 00 分 禅を聞く会（設立集会併催） 295

14 11 月 29 日（水）14 時 00 分 研修部 研修会② 12

15 12 月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 10

16 12 月 11 日（月）
10 時 30 分

布教部
写　経　会�� 10

13 時 00 分 仏教講座③ 24

17 6 年 ２月２日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 9

18 ２月６日（火） 14 時 00 分 研修部 研修会③ 18

19 ３月１日（金） 10 時 30 分 梅花部 梅花流講習会（～ 15 時） 8
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令和５年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出決算書

（単位円）

項目 予算額 決算額 増減

歳　入　合　計 60,245,569 61,265,256 1,019,687

歳　出　合　計 60,245,569 51,653,110 △ 8,592,459

差　引　残　額 0 9,612,146 9,612,146

歳入の部 （単位円）

項目 予算額 決算額 比較増減 備考
1 賦　課　金 40,918,960 40,881,800 △ 37,160

1 寺格割 1,844,000 1,844,000 0
格地＠ 10,000 × 24
法地＠ 5,000 × 318
准法地＠ 2,000 × 7
（全寺院数 349 ヶ寺）

2 級階割 35,476,960 35,484,800 7,840 443,560 点× 80 円

3 教師割 3,598,000 3,553,000 △ 45,000

大教師＠ 42,000 × 1 名
権大教師＠ 30,000 × 66 名
正教師＠ 6,000 × 150 名
一等教師＠ 3,000 × 119 名
二等教師＠ 2,000 × 137 名��

2 手　数　料 2,000,000 2,114,580 114,580

1 手数料 2,000,000 2,114,580 114,580 各申請手数料　宗務所義財　梅花義財
3 補　助　金 1,000,000 1,836,690 836,690

1 補助金 1,000,000 1,836,690 836,690

管区集会補助 744,000　本庁事業補助
本庁事務・旅費補助
梅花補助　教化補助
現職研修会補助 212,000
管区事務補助金・事務手当 100,000　他

4 諸　収　入 1,760,000 1,865,577 105,577

1 諸収入 1,760,000 1,865,577 105,577

現職研修会受講料＠ 5.,000 × 142 名
梅花検定料＠ 3,000 × 36 名
全県梅花奉詠大会参加料＠ 2,000 × 296 名
仏教講座参加料＠ 500 × 45 名
野外研修参加料＠ 4,000 × 20 名
＠ 2,000 × 4 名
管区集会・予修法要余剰金 348,194
香資・添菜　預貯金受取利息　他

5 繰　越　金 14,566,609 14,566,609 0

1 繰越金 14,566,609 14,566,609 0 前年度繰越金
歳 入 合 計 60,245,569 61,265,256 1,019,687
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項目 予算額 決算額 比較増減 備考
1 人　件　費 18,540,000 18,814,036 274,036

1 役職員手当 5,040,000 5,040,000 0 6 名× 12 ヶ月×＠ 70,000
2 書記手当 1,680,000 1,680,000 0 2 名× 12 ヶ月×＠ 70,000
3 傭 人 費 200,000 134,900 △ 65,100

4 旅　　費 4,500,000 4,240,136 △ 259,864
管区宗連　管区・教化センター事業
本庁会議　各種講演会
本山研修会　全国梅花大会　他

5 費用弁償 6,000,000 6,599,000 599,000
所長8,000　副所長4,000　教化3,000
庶務 7,000　梅花 6,000　人権 8,000
佐々木書記 7,000　高橋書記 7,000

6 期末手当 1,120,000 1,120,000 0 8 名× 2×＠ 70,000
2 事　務　費 4,700,000 4,434,628 △ 265,372

1 備 品 費 500,000 699,880 199,880 ノート PC　２階机・椅子購入
2 通 信 費 1,200,000 1,040,234 △ 159,766 電話料　郵便料　配送料　他
3 印 刷 費 400,000 422,950 22,950 封筒　賞状
4 消耗品費 500,000 490,834 △ 9,166 雑貨　事務用品　他

5 リース料 1,000,000 966,730 △ 33,270 OA 機器（コピー機　電話機）フレッツ光　AED　他
6 広 報 費 1,100,000 814,000 △ 286,000 宗務所所報年 3回発行分

3 管　理　費 2,900,000 2,707,269 △ 192,731

1 維 持 費 800,000 615,500 △ 184,500 保険料　清掃費　浄化槽管理料警備保障　他
2 地　　代 300,000 300,000 0 天徳寺様借地代

3 営 繕 費 800,000 960,300 160,300 音響設備入替　浄化槽ポンプ交換アンテナ修理　１階エアコン修理
4 光 熱 費 1,000,000 831,469 △ 168,531 電気・ガス・水道・灯油　他

4 会　議　費 1,500,000 1,180,325 △ 319,675

1 所　　会 1,300,000 1,093,325 △ 206,675 通常所会 2回　臨時所会 1回

2 委 員 会 200,000 87,000 △ 113,000 監査会 1回諮問委員会・災害対策協議会 1回
5 事　業　費 9,650,000 9,086,346 △ 563,654

1 事 業 費 2,300,000 3,423,143 1,123,143

管区集会 845,890
管区人権研修会 146,175
寺族会集会補助 90,000
現職研修 1,024,422
設立集会・予修法要 931,102
本山研修 311,829　徒弟研修 73,725

2 布教伝道費 1,000,000 799,110 △ 200,890
特派教場補助 20,000 × 18 教区
特派布教師交通費 219,110
宗務所布教師・教場補助 220,000
（布教師 9名・22 教場）

3 梅 花 費 5,000,000 3,971,823 △ 1,028,177

全国梅花大会 61,370
梅花特派巡回事業 402,850
全県梅花奉詠大会 1,951,717
会議費 98,000　検定会 138,000
師範・詠範の会補助 700,000
同一泊研修会補助 100,000
梅花養成所 175,646　他

歳出の部 （単位円）
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項目 予算額 決算額 比較増減 備考

4 教 化 費 650,000 588,003 △ 61,997 布教委員会・布教協議会 538,003管区寺族会負担金 50,000
5 慰 問 費 100,000 0 △ 100,000 住職永年勤続 50 年・60 年祝膳料
6��人権擁護
推進費 600,000 304,267 △ 295,733 全国人権研修会　書籍代　他　

6 禅センター事業費 2,550,000 2,311,814 △ 238,186

1 会 議 費 200,000 120,500 △ 79,500 各会議費　各委員会費
2 布教部費 600,000 590,250 △ 9,750 仏教講座　写経会
3 研修部費 600,000 539,540 △ 60,460 各種研修会　
4 梅花部費 450,000 387,550 △ 62,450 梅花流講習会　　　
5 運 用 費 700,000 673,974 △ 26,026 備品　禅を聞く会　他

7 補　助　費 8,059,000 7,541,580 △ 517,420

1 事務補助 4,100,000 4,088,180 △ 11,820 所費の 10%各教区へ
2 事業補助 349,000 349,000 0 教区主催研修会・寺族研修会補助金
3 所護持会補助 1,000,000 1,000,000 0 宗務所護持会補助
4 禅の集い 800,000 294,400 △ 505,600 教区寺院開催補助金

5 教化団補助 1,810,000 1,810,000 0
保護司会 200,000　秋曹青 500,000
寺族会 350,000　婦人会 400,000
布教師の会 200,000　尼僧団 100,000
教誨師 60,000

8 表　彰　費 200,000 85,703 △ 114,297

1 表 彰 費 200,000 85,703 △ 114,297 住職勤続表彰　寺族表彰
9 慶　弔　費 2,500,000 1,090,000 △ 1,410,000

1 慶 弔 費 400,000 140,000 △ 260,000 晋山結制・本葬他（計 7ヶ寺）
2 本山慶弔費 100,000 0 △ 100,000

3 弔 慰 金 2,000,000 950,000 △ 1,050,000 管内寺院住職・東堂 100,000 × 6 名寺族 50,000 × 7 名
10 負　担　金 540,950 540,950 0

1 全国所長会 157,050 157,050 0 会費　349 ヶ寺×＠ 450（災害援護金　同×＠ 100 を含む）
2 布教助成費 209,400 209,400 0 349 ヶ寺×＠ 600
3 管 区 費 174,500 174,500 0 349 ヶ寺×＠ 500

11 交　際　費 400,000 378,000 △ 22,000

1 交 際 費 400,000 378,000 △ 22,000 添菜・祝賀等
12 食　糧　費 1,300,000 1,325,996 25,996

1 所会食糧費 700,000 681,252 △ 18,748 通常所会 2回　臨時所会 1回
2 委員会食糧費 50,000 0 △ 50,000
3 所内食糧費 550,000 644,744 94,744 職員昼食代　職員・来客用飲料

13 財政調整費 6,760,000 2,011,580 △ 4,748,420

1 災害見舞金 2,000,000 0 △ 2,000,000 寺院火災見舞金

2 記念品代 760,000 711,580 △ 48,420 役職員退任記念品代 560,000教区長退任記念品代 151,580
3 財政調整金 3,000,000 300,000 △ 2,700,000 能登地震義援金
4 基本金操出金 1,000,000 1,000,000 0

14 選　挙　費 150,000 0 △ 150,000

1 副 貫 首 50,000 0 △ 50,000
2 宗務所長 50,000 0 △ 50,000
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項目 予算額 決算額 比較増減 備考
3 宗会議員 50,000 0 △ 50,000

15 雑　　　費 150,000 144,883 △ 5,117

1 雑　　費 150,000 144,883 △ 5,117 町内会費　新聞購読料　置き薬　他
16 予　備　費 345,619 0 △ 345,619

1 予 備 費 345,619 0 △ 345,619
歳 出 合 計 60,245,569 51,653,110 △ 8,592,459

令和６年度　曹洞宗秋田県宗務所補正予算書

歳入の部 （単位円）

項　目 本年度予算額 補正予算額 比較増減 備　考
5 繰　越　金 12,407,200 9,612,146△ 2,795,054

1 繰 越 金 12,407,200 9,612,146 △ 2,795,054 前年度繰越金
歳 入 合計 58,000,000 55,204,946△ 2,795,054

歳出の部 （単位円）

項　目 本年度予算額 補正予算額 比較増減 備　考
1 人　件　費 18,540,000 17,540,000 △ 1,000,000

4 旅費 4,500,000 3,500,000 △ 1,000,000
管区宗連　教化センター　本庁
管区事業　各種講演会　本山研修会
　他

5 事　業　費 8,850,000 8,750,000 △ 100,000

6 人権擁護
� �推進費 600,000 500,000 △ 100,000 全国人権研修会　書籍　資料　他　

7 補　助　費 7,759,000 7,459,000 △ 300,000

4 禅の集い 800,000 500,000 △ 300,000 教区寺院開催補助金
15 予　備　費 5,160,050 3,764,996 △ 1,395,054

4 予備費 1,600,050 204,996 △ 1,395,054
歳 出 合 計 58,000,000 55,204,946 △ 2,795,054

（単位円）
項　目 本年度予算額 補正予算額 増　減

歳　入　合　計 58,000,000 55,204,946 △ 2,795,054
歳　出　合　計 58,000,000 55,204,946 △ 2,795,054
差　引　残　額 0 0 0

令和５年度　曹洞宗秋田県宗務所歳入歳出剰余金処分

差 引 残 高　9,612,146 円
上記「差引残高」を剰余金として下記の通り処分する。
令和６年度会計「繰越金」に繰り入れる。
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令和６年度宗務所基本金積立会計
令和５年度宗務所基本金積立会計報告

令和６年度宗務所基本金積立について

曹洞宗秋田県宗務所災害見舞金規定の変更について

平成６年度予算より項目「財政調整費」と「予備費」が統合されました。よって項目「財政調整費」
と科目「財政調整金」が削除されることになり、曹洞宗宗務所災害見舞金規定を、以下のよう
に変更いたします。

曹洞宗秋田県宗務所災害見舞金規定を、次のとおり変更する（新旧対照表）
新 旧

　この規定は、曹洞宗秋田県宗務所条例第 33
条にもとづき、曹洞宗秋田県宗務所予備費の
災害見舞金より、災害見舞金を下記の通り支
出するものとする。ただし、予備費が不足の
場合、管内寺院より徴収し支出するものとす
る。

　この規定は、曹洞宗秋田県宗務所条例第 33
条にもとづき、曹洞宗秋田県宗務所財政調整
費の災害見舞金より、災害見舞金を下記の通
り支出するものとする。ただし、財政調整費
が不足の場合、管内寺院より徴収し支出する
ものとする。

（将来の宗務所改築のための積立）

積立累積金 33,564,106
一般会計繰入金 1,000,000

利息 537 0.002%
計 34,564,643

○　令和６年度分は、上記のように予算化しております。
（令和６年３月 28 日予算所会において）

項　　　　目 金　　　額 付　記
前 年 度 繰 越 額 32,563,579
一 般 会 計 繰 入 金 1,000,000
雑 　 収 　 入 527 預金利息

合　　　　計 33,564,106 次年度に繰越
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〇
特
派
布
教
巡
回

こ
の
原
稿
に
向
か
っ
て
い
る
時
節
は
盛

夏
。
お
盆
ま
で
も
う
一
月
で
す
。
去
年
の

今
頃
は
、
県
内
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
宗
務
所
近
辺
も
凄
惨
な
状
況
が
散
見

さ
れ
ま
し
た
。
災
害
当
日
は
折
し
も
特
派

布
教
の
最
終
日
で
し
た
。
最
終
日
の
巡
回

に
当
た
っ
た
教
区
長
様
と
教
場
主
様
に
は

ご
難
儀
を
お
か
け
し
た
こ
と
が
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

令
和
六
年
四
月
十
九
日
午
後
一
時
よ
り

宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
に
て
宗
務
所
布
教

委
員
会
・
布
教
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
布
教
委
員
会
で
は
今
年
度
県
内
巡
回

予
定
の
海
野
義
範
老
師
（
岩
手
県
）
宮
崎

誠
道
老
師
（
岐
阜
県
）
呉
定
明
老
師
（
新

潟
県
）
を
招
聘
し
、
海
野
老
師
か
ら
は
今

年
度
管
長
告
諭
の
解
説
、
宮
崎
老
師
に
は

今
年
度
布
教
教
化
方
針
の
解
説
を
。
そ
し

て
呉
老
師
か
ら
は
特
派
布
教
巡
回
に
伴
う

留
意
事
項
の
説
明
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

管
長
告
諭
を
解
説
頂
い
た
海
野
老
師
で

す
が
、
県
内
六
教
場
を
巡
回
し
て
い
た
だ

て
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
両
師
と
も

全
国
を
巡
回
の
中
お
時
間
を
割
い
て
い
た

だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〇
宗
務
所
護
持
会
総
会
研
修
会

六
月
二
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
令
和
六

年
度
曹
洞
宗
秋
田
県
宗
務
所
護
持
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
教
区
・
宗
務
所

役
職
員
か
ら
四
十
名
が
参
加
。
護
持
会
会

長
で
あ
る
大
淵
宏
道
氏
に
ご
挨
拶
を
頂
戴

し
た
後
に
議
長
を
お
勤
め
い
た
だ
き
、
議

案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
令
和
五
年
度
事
業

報
告
・
決
算
並
び
に
令
和
六
年
度
事
業
予

定
・
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
各

議
案
は
無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

く
予
定
で
し
た
。
し
か
し
ご
老
師
は
巡
回

直
前
の
事
故
に
よ
る
緊
急
手
術
の
た
め
巡

回
不
可
能
に
。
急
遽
、竹
川
正
悟
老
師（
愛

知
県
）
野
津
雅
之
老
師
（
島
根
県
）
お
二

人
が
三
教
場
ず
つ
を
担
当
し
て
下
さ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
各
々
檀
務
・
巡
回
と

ご
多
端
の
な
か
お
見
え
下
さ
い
ま
し
た
こ

と
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
海
野
老
師
の
一
日
も
早
い
ご
回
復
を
祈

念
す
る
次
第
で
す
。

〇
布
教
協
議
会

布
教
協
議
会
の
基
調
講
演
は
第
十
一
教

区
恩
徳
寺
御
住
職

岩
舘
裕
章
老
師
と
第

九
教
区
正
傳
寺
御
住
職

村
松
良
周
老
師

に
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岩
舘
老
師

は
特
派
布
教
師
と
し
て
活
躍
を
し
な
が
ら

秋
田
県
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー
布
教
部
の

部
長
を
お
勤
め
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
度
は
禅
セ
ン
タ
ー
布
教
部
の
活
動
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
村
松
老
師

は
梅
花
流
特
派
師
範
と
し
て
活
躍
を
し
な

が
ら
禅
セ
ン
タ
ー
梅
花
部
の
副
部
長
を
お

勤
め
で
す
。
師
に
は
梅
花
と
布
教
に
つ
い

総
会
終
了
後
は
大
本
山
總
持
寺
単
頭
・

当
県
横
手
市
洞
雲
寺
御
住
職

柴
田
康
裕

老
師
を
講
師
に
お
招
き
し
研
修
会
を
開
催

致
し
ま
し
た
。「
瑩
山
禅
師
の
み
教
え
に

学
ぶ
~
大
本
山
總
持
寺
の
生
活
を
通
し

て
~
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、
本
年
に

七
〇
〇
回
大
遠
忌
を
お
迎
え
に
な
っ
た
太

祖
大
師
の
お
話
に
参
加
者
一
同
心
を
打
た

れ
た
様
子
で
し
た
。

（
教
化
主
事

田
中
裕
憲
）

教
化
コ
ー
ナ
ー

研修会　講師　柴田康裕老師

宗務所護持会総会
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〇
梅
花
流
秋
田
県
奉
詠
大
会

小
雨
が
ち
ら
つ
く
七
月
八
日
、
秋
田
市

の
秋
田
テ
ル
サ
に
於
い
て
梅
花
流
秋
田
県

奉
詠
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の

梅
花
講
員
の
減
少
に
伴
い
、
参
加
人
数
に

見
合
っ
た
会
場
の
選
定
に
苦
労
致
し
ま
し

た
が
、
客
席
四
〇
五
席
は
ほ
ぼ
満
席
と
な

り
、
会
場
の
密
度
の
高
さ
か
ら
昨
年
よ
り

も
活
気
あ
ふ
れ
る
大
会
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
は
ご
存
知
の
通
り
、
瑩
山
禅
師

七
百
回
大
遠
忌
正
当
の
年
に
な
り
ま
す
。

お
釈
迦
様
か
ら
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
き
た

仏
法
に
則
り
作
ら
れ
た
梅
花
流
、
そ
れ
を

皆
で
心
を
込
め
て
お
唱
え
す
る
こ
と
に
よ

り
、
瑩
山
禅
師
様
へ
の
報
恩
行
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、
大
会

の
テ
ー
マ
を
「
相
承
の
道

報
恩
の
お
唱

え
」
と
致
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
あ
お
り
を
受
け
て
の
梅
花

大
会
の
中
止
と
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
と
し

て
大
会
の
規
模
縮
小
を
乗
り
越
え
、
昨
年

よ
り
や
や
通
常
通
り
の
大
会
日
程
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。今
年
の
登
壇
は
、全
十
登
壇
、

数
年
ぶ
り
に
御
和
讃
・
御
詠
歌
の
二
本
立

て
と
な
っ
た
た
め
、
講
員
の
皆
さ
ん
も
例

年
の
登
壇
よ
り
も
手
こ
ず
る
の
か
と
思
い

き
や
、
こ
の
日
の
為
に
よ
ほ
ど
練
習
を
重

ね
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
、
会
場
外
に

も
響
き
渡
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し
い
お
唱
え

を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
さ
に

報
恩
の
お
唱
え
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
登
壇

ば
か
り
で
し
た
。

清
興
は
、
秋
田
県
民
誰
も
が
知
る
ブ
ラ

ボ
ー
中
谷
氏
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で

し
た
。
こ
こ
数
年
来
、
人
工
透
析
に
よ
り

体
調
を
維
持
さ
れ
て
い
る
中
谷
氏
、
以
前

よ
り
も
少
し
痩
せ
た
感
は
あ
っ
た
も
の
の
、

い
ざ
シ
ョ
ー
が
始
ま
る
と
県
南
訛
り
丸
出

し
で
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
と
、
あ
る
時
は
イ

カ
サ
マ
、
あ
る
時
は
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク

な
マ
ジ
ッ
ク
で
講
員
さ
ん
は
じ
め
観
客
を

終
始
魅
了
し
、
持
ち
時
間
の
四
十
五
分
は

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

来
年
は
梅
花
流
秋
田
県
七
十
周
年
の
記

念
大
会
を
迎
え
ま
す
。周
年
行
事
に
見
合
っ

た
記
念
大
会
に
す
る
べ
く
鋭
意
検
討
中
で

す
の
で
、
例
年
以
上
の
講
員
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〇
梅
花
流
師
範
養
成
所

平
成
二
十
三
年
よ
り
開
始
と
な
っ
た
梅

花
流
師
範
養
成
所
も
、
途
中
コ
ロ
ナ
禍
の

一
年
休
止
期
間
が
あ
っ
た
も
の
の
、
お
陰

さ
ま
で
今
年
度
よ
り
第
七
期
の
講
習
が
始

ま
り
ま
し
た
。
期
を
重
ね
る
に
連
れ
て
、

研
修
・
上
級
コ
ー
ス
に
居
残
っ
て
研
鑽
を

重
ね
る
入
所
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
慣

例
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
期
の
初

級
コ
ー
ス
は
二
名
と
、
新
た
に
梅
花
流
を

習
お
う
と
意
気
込
む
宗
侶
・
寺
族
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
大
変
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
必
ず
し
も
梅
花
流
を
究
め
よ
う

と
す
る
の
で
は
な
く
、
梅
花
流
の
お
唱
え

を
布
教
活
動
の
一
環
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
楽
譜
が
分
か
ら
な
く
て

も
、
音
痴
で
も
、
養
成
所
講
師
の
皆
様
は

懇
切
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

途
中
か
ら
の
入
所
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
是
非
一
日
で
も
早
い
梅
花
流
へ
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

（
梅
花
主
事

中
村
卓
道
）

梅
花
コ
ー
ナ
ー

　袴田所長　　　　　　　ブラボー中谷氏

登壇の様子（10 教区）
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体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
な
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。

「
人
権
と
防
災
」
が
引
き
続
き
の
テ
ー

マ
で
あ
る
こ
と
は
先
に
挙
げ
ま
し
た
が
、

私
が
人
権
主
事
を
担
っ
て
か
ら
の
教
区
学

習
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を

求
め
ら
れ
る
内
容
に
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

講
義
形
式
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
知
識
の

獲
得
だ
け
で
は
「
行
動
」
と
い
う
結
果
を

得
る
こ
と
は
難
し
い
。
自
ら
が
問
題
に
向

き
合
い
、
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
具

体
的
に
考
え
、
こ
う
し
た
い
、
こ
う
あ
り

た
い
と
解
決
を
目
指
す
こ
と
で
し
か
開
か

な
い
道
が
あ
る
。
誰
か
の
答
え
を
得
よ
う

と
し
た
り
、
握
っ
て
い
る
う
ち
は
「
し
た

ら
良
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
始
め
ら
れ
な

い
、
続
か
な
い
」「
し
な
い
ほ
う
が
良
い

と
わ
か
っ
て
い
て
も
や
め
ら
れ
な
い
」
そ

ん
な
言
い
訳
が
出
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

今
回
人
権
主
事
と
し
て
開
催
を
依
頼
さ

れ
た
学
習
会
で
は
〝
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ワ
ー

ク
〟
を
中
心
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
置
か

れ
た
立
場
、
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
た
問
題
、

そ
の
上
で
自
分
の
決
断
を
求
め
ら
れ
る
。

定
め
ら
れ
た
正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

問
い
に
、
何
を
ど
う
考
え
て
決
断
を
し
た

の
か
。
自
身
の
決
断
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
も

重
要
で
す
が
、
他
の
方
の
意
見
や
決
断
す

る
た
め
に
重
視
し
た
点
な
ど
、
限
ら
れ
た

時
間
で
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
と
思

い
ま
す
。

〝
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
〟
に
関
し
て
は
チ
ー

ム
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
の
著
作
物
で
登
録
商
標

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
学
習
会
で
使
用

す
る
に
あ
た
っ
て
は
京
大
生
協
に
て
頒
布

さ
れ
て
い
る
『
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
一
般
編
・

市
民
編
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
』
を
購

入
し
、
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ツ
ー
ル
に
行
き
着
い
た
の
に
は
、

魁
新
聞
に
矢
守
克
也
氏
の
「
起
こ
ら
な

か
っ
た
」
の
重
要
性
と
い
う
コ
ラ
ム
か
ら

繋
が
っ
て
行
っ
た
も
の
で
し
た
。『
防
災

ゲ
ー
ム
に
学
ぶ
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
』
等
、
宗
務
所
に
書
籍
を
備
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
問

い
合
わ
せ
頂
き
、
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

（
人
権
擁
護
推
進
主
事

佐
藤
善
廣
）

〇
人
権
学
習
に
つ
い
て

既
に
今
年
度
の
学
習
会
を
開
催
い
た
だ

い
て
い
る
教
区
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年

に
引
き
続
き
「
人
権
と
防
災
」
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
内
で
も
近
年
豪
雨
災
害
が
頻
繁

に
発
生
し
て
お
り
、
災
害
は
決
し
て
他
人

事
で
は
な
い
と
多
く
の
方
が
感
じ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
元
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
に
関
し
て
は
、
被
災

者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
し
っ
か
り
と
な
さ

れ
、
被
災
地
の
復
興
へ
に
向
け
て
多
く
の

支
援
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

七
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
秋
田
県
宗

務
所
通
常
所
会
の
際
に
、
能
登
半
島
地
震

の
発
災
以
降
継
続
的
に
支
援
に
入
っ
て
い

る
秋
田
市
勝
平
寺
副
住
職
の
髙
柳
龍
哉
師

に
「
能
登
半
島
地
震
の
実
情
と
支
援
活
動

報
告
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

男
鹿
半
島
も
同
じ
よ
う
な
地
域
特
性
を

持
っ
て
い
る
と
し
て
、
防
災
・
減
災
の
為

に
な
に
が
必
要
で
、な
に
が
出
来
る
の
か
。

具
体
的
に
考
え
て
い
る
記
事
を
読
む
度

に
、
普
段
か
ら
の
制
度
的
な
備
え
や
、
具

人
権
コ
ー
ナ
ー

講師　勝平寺副住職　髙柳龍哉師
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本
年
度
、
六
月
三
日
よ
り
七
日
ま
で
秋

田
県
宗
務
所
様
管
内
を
山
崎
隆
宏
、
櫛
本

淳
道
両
特
派
師
範
と
共
に
巡
回
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

報
謝
御
和
讃
の
一
節
に

一
期
一
会
の
人
の
世
は

尊
き
も
の
と
知
る
も
の
を

み
篤
き
今
日
の
お
も
て
な
し

い
か
で
忘
れ
ん
諸
共
に

と
あ
り
ま
す
。
私
は
今
回
の
巡
回
を
通
じ

何
度
温
か
い
お
も
て
な
し
を
受
け
た
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
秋
田
の
方
は
情
に
厚
く
、

お
も
て
な
し
の
心
に
溢
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

空
港
に
到
着
し
て
か
ら
、
秋
田
県
宗
務

所
管
内
の
移
動
は
全
て
タ
ク
シ
ー
を
用
意

し
て
下
さ
っ
た
の
で
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
る

機
会
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
全
て

に
お
い
て
運
転
手
さ
ん
が
気
軽
に
温
か
く

話
し
か
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。「
お
土
産

を
買
う
と
き
は
こ
の
店
に
行
く
と
良
い
」

「
こ
こ
の
歴
史
は
こ
う
な
っ
て
い
る
」
な

ど
観
光
ガ
イ
ド
さ
な
が
ら
の
ご
説
明
を
頂

き
、
短
い
距
離
で
あ
っ
て
も
ご
当
地
情
報

に
詳
し
く
な
り
ま
し
た
。

行
く
先
々
で
地
元
の
特
派
師
範
、
元
特

派
師
範
、
同
安
居
、
教
区
関
係
各
位
、
ご

寺
族
様
、
そ
し
て
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
講

員
様
よ
り
心
温
ま
る
手
厚
い
お
も
て
な
し

を
頂
き
ま
し
た
。
特
派
師
範
に
任
命
さ
れ

て
十
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
こ

ま
で
温
か
い
お
も
て
な
し
を
行
く
先
々
で

受
け
た
事
は
中
々
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
秋
田

県
の
皆
様
の
真
心
を
感
じ
ま
す
。

巡
回
初
日
は
宗
務
所
で
師
範
・
詠
範
様

対
象
の
講
習
会
で
し
た
。
そ
こ
で
秋
田
県

に
は
独
自
の
養
成
所
が
あ
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
詠
範
の
養
成
に

も
力
を
入
れ
て
ら
っ
し
ゃ
る
事
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
梅
花
流
発
展
の
た
め
に
は
詠

範
様
の
お
力
添
え
は
必
須
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
師
範
と
詠
範
が
共
に

参
加
し
和
気
藹
々
と
親
交
を
深
め
な
が
ら

学
ん
で
い
る
秋
田
県
独
自
の
養
成
所
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
講
習
を
通

じ
皆
様
の
梅
花
流
に
対
す
る
熱
意
や
造
詣

の
深
さ
に
感
銘
を
受
け
た
次
第
で
す
。

秋
田
県
巡
回
の
数
日
後
に
私
は
約
半
月

の
北
ア
メ
リ
カ
巡
回
に
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
昨
今
、
梅
花
流
の
衰
退
な
ど
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
海
外
で
は
先
達
の

努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
欧
州
、
ハ
ワ
イ
、
豪

州
、
南
米
等
梅
花
流
の
種
が
現
在
進
行
形

で
芽
吹
い
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
も
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
先
達
か
ら
の
相
承
が

今
正
に
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
又
梅
花
流
が
宗
門
の
教
線
拡
大
に
寄

与
し
、
明
る
い
世
の
中
を
創
っ
て
い
く
強

力
な
武
器
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

秋
田
県
か
ら
素
晴
ら
し
い
師
範
・
詠
範

が
こ
れ
か
ら
も
次
々
と
輩
出
さ
れ
、
講
員

様
の
指
導
、
教
化
に
当
た
る
と
共
に
宗
門

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
宗
務
所
管
内
の

講
員
様
、
師
範
・
詠
範
の
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度

は
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

梅
花
流
特
派
講
習
巡
回

報
恩
感
謝

　
　
　
　
北
海
道

天
童
寺
住
職

特
派
師
範

大
熊

真
龍

教

区

月　
　

日

教

場

師
範
・
詠
範
の
会

６
月
３
日

禅
セ
ン
タ
ー

９
教
区

６
月
４
日

安
宗
寺

９
教
区

６
月
５
日

清
徳
寺

２
教
区

６
月
６
日

自
性
院

１
教
区

６
月
７
日

光
明
寺

1 教区　光明寺様にて
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島
根
県

地
久
寺
副
住
職

特
派
師
範

櫛
本

淳
道

四
月
に
巡
回
先
が
決
定
す
る
と
、
先
ず

初
め
に
思
う
こ
と
、
そ
れ
は
訪
れ
た
先
で

ど
の
よ
う
な
出
逢
い
が
あ
り
、
皆
様
と
梅

花
流
の
素
晴
ら
し
さ
を
い
か
に
共
有
す
る

こ
と
が
出
来
る
か
。
そ
ん
な
〝
同
志
〟
の

皆
様
と
の
ご
縁
を
楽
し
み
に
す
る
一
方
、

し
っ
か
り
と
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
。
期
待
と
不
安
が
混

在
す
る
中
、
秋
田
の
地
に
降
り
立
ち
ま
し

た
。御

地
に
は
独
自
の
指
導
者
養
成
所
が
開

設
さ
れ
る
な
ど
、
宗
務
所
、
師
範
・
詠
範

の
会
を
挙
げ
て
日
々
研
鑽
を
積
み
指
導
者

を
育
成
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
初
日
の
『
師

範
・
詠
範
の
会
』
の
講
習
で
は
、
そ
の
一

面
が
色
濃
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
初
心
者

の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、
中
級
、
上
級
の

皆
様
が
全
て
前
の
め
り
で
受
講
。「
こ
こ

は
ど
の
様
に
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
」

「
中
々
、
こ
こ
が
上
手
く
出
来
ま
せ
ん
」

等
々
。
な
る
ほ
ど
、
こ
う
い
っ
た
姿
勢
だ

か
ら
こ
そ
檀
信
徒
講
員
さ
ん
も
熱
心
に
学

ば
れ
る
訳
だ
！
講
員
減
少
な
ど
様
々
な
課

題
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
昨
今
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
打
開
策
と
し
て
皆
様
の
こ
の

姿
勢
に
こ
そ
一
筋
の
光
明
を
見
出
し
た
よ

う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

そ
の
後
、
四
日
間
に
わ
た
り
各
教
場
を

巡
回
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
教

場
に
も
梅
花
を
熱
心
に
取
り
組
む
師
範
・

詠
範
さ
ん
が
お
い
で
に
な
り
、
そ
の
よ
う

な
方
々
に
ご
指
導
を
受
け
る
檀
信
徒
講
員

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

私
が
勝
手
に
恩
師
と
慕
う
先
生
が
、
秋

田
に
は
複
数
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

の
お
一
人
が
仰
っ
た
言
葉
に
一
宗
侶
・
一

師
範
と
し
て
戒
め
と
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
師
範
・
詠
範
の
姿
そ
の
も
の

が
信
仰
の
対
象
で
あ
る
」
私
た
ち
は
節
廻

し
が
良
け
れ
ば
、
所
作
が
綺
麗
に
出
来
れ

ば
、
こ
の
よ
う
に
思
い
が
ち
で
は
あ
り
ま

す
が
、
実
は
そ
れ
よ
り
以
前
の
意
（
こ
こ

ろ
）
で
あ
り
、
梅
花
以
外
の
普
段
の
一
挙

手
一
投
足
に
於
い
て
も
全
て
が
信
仰
の
対

象
で
あ
る
と
ご
教
授
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

の
姿
に
こ
そ
檀
信
徒
講
員
さ
ん
は
「
和
尚

さ
ん
と
は
、
寺
族
さ
ん
と
は
、
梅
花
流
と

は
、
何
と
素
晴
ら
し
い
の
だ
ろ
う
！
」
と

感
じ
て
下
さ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。師
範
・

詠
範
皆
さ
ま
の
お
姿
か
ら
こ
の
思
い
を
改

め
て
感
じ
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

冒
頭
に
申
し
上
げ
た
私
の
〝
不
安
〟
と

は
皆
様
へ
の
不
安
と
い
う
よ
り
、
自
身
の

未
熟
さ
か
ら
な
る
不
安
で
す
。
し
か
し
、

ど
の
教
場
に
於
い
て
も
熱
心
に
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
受
講
下
さ
る
皆
様
の
お
姿
に
私

の
不
安
は
払
拭
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ご

指
導
申
し
上
げ
て
い
た
つ
も
り
が
、
受
講

さ
れ
る
皆
様
か
ら
大
い
な
る
慈
悲
心
を
手

向
け
て
い
た
だ
い
て
い
た
「
同
行
同
修
の

よ
ろ
こ
び
が
こ
こ
に
あ
る
の
だ
」
と
梅
花

流
の
素
晴
ら
し
さ
を
心
底
感
じ
ま
し
た
。

秋
田
市
内
か
ら
沿
岸
を
南
下
す
る
車
中

か
ら
、
雪
の
姿
を
残
す
鳥
海
山
を
眺
め
な

が
ら
瑩
山
禅
師
様
の
曲
を
思
い
起
こ
し
ま

し
た
。

　
　

大
海
に
雪
の
姿
を
映
し
来
て

　
　

い
よ
い
よ
清
し
富
士
の
高
嶺
は

富
士
の
裾
野
の
広
が
り
と
宗
門
が
興
隆

す
る
様
子
を
重
ね
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
指

導
者
と
檀
信
徒
講
員
さ
ん
が
和
合
し
梅
花

流
が
発
展
し
て
い
く
姿
を
、
鳥
海
山
の
海

ま
で
広
が
る
裾
野
に
み
た
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
。

こ
の
有
難
き
ご
法
縁
を
大
切
に
し
、
梅

同
行
同
修
の
よ
ろ
こ
び

3・4 教区　由利本荘市　安楽温泉にて
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花
流
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
度
皆
様
と
共
有

す
る
た
め
、
今
後
ま
す
ま
す
研
鑽
を
積
む

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

末
筆
乍
ら
、
こ
の
度
の
巡
回
に
際
し
細

部
に
わ
た
り
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
秋
田

管
内
諸
大
徳
、
師
範
・
詠
範
、
檀
信
徒
講

員
、
全
て
の
皆
様
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
、
重
ね
て
管
内
梅
花
講
の
益
々
の
ご

発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
切
に
祈
念
申

し
上
げ
、
御
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

こ
の
度
、
あ
り
が
た
い
ご
法
縁
を
頂
戴

し
、
秋
田
県
宗
務
所
様
管
内
を
五
日
間
の

日
程
で
特
派
巡
回
を
お
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
緊
張
と
不
安
の
中
で
伺
い

ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
の
御
恩
の
あ
る

先
生
方
、
管
内
特
派
師
範
先
生
方
の
温
か

い
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
教
場

を
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

秋
田
は
二
度
目
の
巡
回
で
し
た
が
、
受

講
い
た
だ
い
た
講
員
さ
ん
の
人
数
は
前
回

よ
り
少
な
く
な
っ
た
様
に
思
い
ま
し
た
。

高
齢
化
に
よ
る
行
員
数
の
減
少
、
新
型
コ

だ
き
ま
す
。
合
掌

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
っ
た

と
推
測
致
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
梅
花
流

に
ご
支
援
下
さ
っ
て
い
る
宗
務
所
・
各
寺

院
・
師
範
・
詠
範
の
皆
様
の
も
と
で
、
詠

讃
歌
を
お
唱
え
す
る
事
を
楽
し
み
に
感
じ

て
い
る
講
員
さ
ん
と
た
く
さ
ん
出
会
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
ん
な
講
員
さ
ん
と

触
れ
合
う
巡
回
講
習
の
時
間
は
、
私
に
は

大
変
貴
重
で
有
り
難
く
、
励
み
に
な
る
五

日
間
で
し
た
。

講
習
で
は
、
本
年
「
太
祖
常
済
大
姉
七

百
回
大
遠
忌
」
に
あ
た
り
、
太
祖
様
の
ご

生
涯
に
つ
い
て
お
話
し
し
、
県
大
会
課
題

曲
や
、
基
本
所
作
の
再
確
認
等
を
重
点
と

致
し
ま
し
た
。
お
一
人
お
一
人
が
楽
し
そ

う
に
お
唱
え
さ
れ
て
い
る
お
顔
や
一
生
懸

命
に
お
作
法
を
さ
れ
て
い
る
お
姿
が
、
と

て
も
尊
く
、
有
り
難
い
思
い
で
講
習
を
お

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
昨
今
で
す
が
、
秋
田

県
の
梅
花
講
員
さ
ん
に
は
、
新
た
な
お
気

持
ち
で
梅
花
流
詠
讃
歌
を
お
唱
え
い
た
だ

き
、
各
梅
花
講
様
の
更
な
る
ご
発
展
さ
れ

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
巡
回

で
は
多
く
の
皆
様
に
お
心
遣
い
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、
更
に

は
管
内
皆
様
の
御
法
身
堅
固
、
福
寿
無
量

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

教

区

月　
　

日

教

場

師
範
・
詠
範
の
会

６
月
３
日

禅
セ
ン
タ
ー

10
教
区

６
月
４
日

福
嚴
寺

18
教
区

６
月
５
日

宝
勝
寺

18
教
区

６
月
６
日

信
正
寺

11
教
区

６
月
７
日

萬
養
寺

教

区

月　
　

日

教

場

師
範
・
詠
範
の
会

６
月
３
日

禅
セ
ン
タ
ー

14
教
区

６
月
４
日

い
ち
ゑ

３･

４
教
区

６
月
５
日

安
楽
温
泉

5
・
6
・
15
・

16
教
区

６
月
６
日

香
最
寺

12
教
区

６
月
７
日

普
門
院

　
　
　
　
埼
玉
県

靜
簡
院
住
職

特
派
師
範

山
﨑

隆
宏

感
謝
の
思
い
を

18 教区　信正寺様にて
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平
和
な
暮
ら
し
や
命
の
尊
厳
が
脅
か
さ

れ
る
紛
争
や
戦
争
、
地
震
や
洪
水
、
世
の

中
は
不
安
で
あ
る
状
況
に
貪
り
の
心
を
抑

制
す
る
教
え
は
「
和
合
和
睦
」
の
教
え
で

あ
る
。

「
和
合
和
睦
」
の
教
え
は
、
如
淨
禅
師

が
天
童
寺
で
道
元
禅
師
等
の
雲
水
に
示
さ

れ
た
。
道
元
禅
師
は
、
永
平
寺
の
衆
寮
の

儀
と
し
て
衆
僧
に
示
さ
れ
、
更
に
瑩
山
禅

師
は
、
師
檀
和
合
に
展
開
さ
れ
た
教
え
で

あ
る
。

『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
に
「
愧
づ
べ
く

ん
ば
明
眼
の
人
を
愧
づ
べ
し
」
天
童
の
淨

和
尚
侍
者
に
請
ず
る
に
い
は
く
元
子
は
外

國
人
た
り
と
い
へ
ど
も
器
量
人
な
り
…
侍

者
を
辞
退
は
す
る
が
、
そ
れ
を
面
白
く
思

わ
な
い
人
々
も
居
た
で
あ
ろ
う
。「
道
元

禅
師
」
は
永
平
寺
に
て
、
古
教
照
心
の
家

訓
と
し
て
、
如
淨
禅
師
の
教
え
を
修
行
僧

に
示
さ
れ
た
。

�����������

「
行
僧
は
す
べ
て
、
互
い
に
父
母
で
あ

り
、
兄
弟
で
あ
り
、
親
族
で
あ
り
、
師
僧

で
あ
り
、
善
智
識
で
あ
る
と
い
う
慈
悲
・

親
密
の
こ
こ
ろ
を
も
っ
て
、
互
い
に
慈
し

み
愛
し
合
い
、
自
分
か
ら
他
の
人
を
顧
み

て
同
情
の
念
を
よ
せ
、
よ
き
友
を
え
て
仏

祖
の
正
法
を
行
ず
る
こ
と
は
世
に
も
め
ぐ

り
合
い
難
い
こ
と
で
あ
る
と
、
必
ず
和
合

和
睦
の
顔（
か
ん
ば
せ
）を
見
ん
。つ
ま
り
、

感
謝
の
念
を
い
だ
け
ば
、
必
ず
や
自
然
に

こ
こ
ろ
も
な
ご
み
邪
念
も
消
え
て
、
ニ
コ

ニ
コ
し
た
顔
を
見
あ
う
事
が
で
き
る
の
で

あ
る
。」
と

瑩
山
禅
師
は
、
若
い
時
、
怒
り
に
我
を

忘
れ
る
人
で
あ
っ
た
。
母
は
心
配
し
て
、

観
音
様
に
誓
い
を
た
て
ら
れ
た
。
利
発
で

賢
く
物
分
か
り
が
良
く
聡
明
に
し
て
智
慧

も
あ
り
、
多
く
の
も
の
の
中
で
と
び
抜
け

て
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
瞋
恚
と
い
う
怒
り

前
よ
り
増
え
て
盛
ん
に
な
る
こ
と
の
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
は
、
せ
っ
か
く
生
ま
れ
つ

く
の
が
難
し
い
人
間
と
し
て
生
ま
れ
た
の

に
人
天
の
た
め
に
、
益
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
大
悲
の
加
被
力
・
仏
が
衆
生
を
助

け
る
為
に
慈
悲
を
お
加
え
に
な
る
力
で
、

瞋
恚
を
止
め
る
よ
う
に
祈
っ
た
。こ
の
時
、

十
八
歳
の
冬
で
、
道
心
を
発
し
た
。

十
九
歳
の
秋
に
、
と
り
わ
け
、
発
心
し

て
道
を
求
め
、
維
那
に
就
任
し
た
。
寺
務

は
抜
群
に
し
て
、
人
々
は
み
な
喜
ん
だ
。

こ
れ
以
来
、
あ
る
人
が
悪
口
を
云
う
よ
う

に
な
っ
た
。
私
は
瞋
恚
を
増
々
起
こ
し
、

し
か
も
、
大
罪
を
犯
し
之
を
企
て
る
。
時

に
悔
し
さ
を
翻
し
て
念
じ
て
思
う
。

私
は
幼
少
の
時
か
ら
、
中
で
と
び
抜
け

て
す
ぐ
れ
て
い
て
、
今
、
志
を
起
こ
し
維

那
の
役
職
に
就
い
た
。
望
む
所
は
、
仏
法

を
統
一
し
て
お
さ
め
て
、
人
天
を
導
く
こ

と
で
あ
る
。是
れ
が
大
き
な
願
い
で
あ
る
。

若
し
悪
事
を
行
え
ば
、
こ
の
身
必
ず
用
事

が
な
く
て
し
ま
う
。

今
よ
り
以
後
は
瞋
恚
の
心
を
起
こ
さ
ず

自
然
に
慈
悲
、
柔
和
に
し
て
、
大
善
知
識

と
な
っ
た
。
是
れ
併
（
あ
わ
）
せ
て
、
慈

母
祈
念
の
力
で
あ
る
。（『
洞
谷
記
』よ
り
）

瑩
山
禅
師
は

「
た
と
い
難
値
難
遇
の
事
有
る
と
も
、

特
派
布
教
巡
回

必
ず
和
合
和
睦
の
思
い
を
生
ず
べ
し

師
檀
和
合
し
て
親
し
く

水
魚
の
昵
（
ち
か
）
づ
き
を
な
し

来
際
一
如
に
し
て

骨
肉
の
思
い
を
致
す
べ
し
」

と
示
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
こ
の
教
え
を
こ

の
よ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

「
誰
も
見
て
い
な
い
と
思
っ
て
も
、

自
分
が
気
付
か
な
い
だ
け
、

水
は
掴
む
も
の
で
は
な
く

水
は
掬
う
も
の
で
す
。

心
も
掴
む
も
の
で
は
な
く

心
は
受
け
取
る
も
の
で
す
。

な
さ
け
が

行
為
に
な
っ
た
と
き

心
が
生
き
る

心
が
生
き
る
事
は

人
と
人
の
絆
が
生
ま
れ
た
こ
と

絆
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

人
間
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。」

「
和
合
和
睦
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
新
潟
県

正
寿
寺
住
職

特
派
布
教
師

呉
　
　
定
明

教

区

月　
　

日

教

場

７
教
区

６
月
11
日

ユ
メ
リ
ア

８
教
区

６
月
12
日

大
薗
寺

６
教
区

６
月
13
日

長
泉
寺

16
教
区

６
月
14
日

瑞
雲
寺

17
教
区

６
月
15
日

円
福
寺

第138号17（　）令和６年９月30日 曹洞宗秋田県宗務所所報



　
　
　
　
岐
阜
県

智
照
院
住
職

特
派
布
教
師

宮
崎

誠
道

「
岐
阜
か
ら
は
遠
か
っ
た
で
し
ょ
う
」

「
お
会
い
で
き
て
嬉
し
い
で
す
」「
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
ら
何
で
も
仰
っ
て
く
だ
さ

い
」
等
々
。
巡
回
中
ふ
と
し
た
瞬
間
に
初

め
ま
し
て
の
皆
様
か
ら
心
温
ま
る
お
言
葉

を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
は
と
て
も
励
み

に
な
り
ま
す
。
ど
の
教
場
に
お
い
て
も
か

け
て
頂
く
そ
の
優
し
い
言
葉
が
嬉
し
く

て
、
い
つ
し
か
忘
れ
な
い
よ
う
に
メ
モ
を

と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
メ
モ
を

読
み
返
し
て
い
る
と
そ
の
時
々
の
場
面
が

鮮
明
に
よ
み
が
え
り
、
温
か
い
気
持
ち
に

な
っ
た
り
、
反
省
し
て
み
た
り
、
時
に
思

わ
ず
笑
い
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
だ
か
ら
尚
更
に
今
度
は
自
分
が

布
教
師
と
し
て
、
皆
様
が
元
気
に
な
れ
る

言
葉
を
伝
え
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
以
来
半
年
ぶ
り
の
巡
回
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
の
な
か
の

一
週
間
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
か
つ
て
布

教
の
学
び
を
共
に
し
た
勝
友
と
の
再
会
も

あ
り
、
真
摯
な
姿
勢
で
法
話
を
聴
い
て
く

だ
さ
っ
た
皆
様
と
の
出
会
い
に
包
ま
れ
全

て
の
教
場
に
お
い
て
予
定
通
り
特
派
布
教

を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

巡
回
中
い
つ
も
こ
う
思
い
ま
す
。
私
た

ち
は
皆
例
外
な
く
無
量
無
数
と
も
言
え
る

出
会
い
の
中
を
生
き
て
い
ま
す
。
今
日
の

出
会
い
は
明
日
の
出
会
い
を
生
み
、
そ
し

て
ま
た
新
た
な
出
会
い
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。
こ
う
思
う
と
布
教
と
は
出
会
い
と
い

う
「
縁
」
を
重
ね
て
い
く
こ
と
で
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
の
日
々
を
振
り

返
る
と
、
思
い
描
い
た
よ
う
に
伝
え
き
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
や
、
そ
の

方
が
多
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
そ

れ
も
そ
の
時
々
に
必
要
な
ご
縁
だ
っ
た
の

だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
改
め
て
仏
教

が
善
き
「
縁
」
を
大
切
に
考
え
る
こ
と
に

思
い
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

瑩
山
禅
師
は
「
必
ず
和
合
和
睦
の
思
い

を
生
ず
べ
し
」
と
お
示
し
で
す
。
お
互
い

が
溶
け
合
う
よ
う
に
親
し
み
会
っ
て
思
い

を
重
ね
合
っ
て
生
き
て
い
く
。
そ
し
て

き
っ
と
そ
の
時
間
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
る

は
ず
で
す
。
私
一
人
を
生
か
し
て
く
れ
る

背
景
に
は
数
え
き
れ
な
い
出
会
い
と
別
れ

が
あ
り
、
共
に
過
ご
し
た
時
が
あ
り
、
そ

こ
で
交
わ
し
た
言
葉
が
あ
り
、
さ
ら
に
大

き
な
視
点
で
考
え
る
と
あ
ら
ゆ
る
縁
に
生

か
さ
れ
て
い
る
「
私
」
な
の
だ
と
い
う
こ

と
を
。
こ
こ
に
自
ず
と
和
合
和
睦
の
生
き

方
が
育
ま
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
度
の
秋
田
県
巡
回
で
出
会
っ
た
全

て
の
皆
様
と
の
ご
縁
を
心
の
糧
と
し
て
、

今
後
の
布
教
教
化
の
一
助
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
合
掌

縁
を
育
む

↑　18 教区　浄運寺様にて　↓

教

区

月　
　

日

教

場

11
教
区

６
月
10
日

長
年
寺

18
教
区

６
月
11
日

浄
運
寺

10
教
区

６
月
12
日

浄
福
寺

９
教
区

６
月
13
日

見
性
寺

13
教
区

６
月
14
日

本
明
寺

２
教
区

６
月
15
日

東
傳
寺
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島
根
県

常
光
寺
住
職

特
派
布
教
師

野
津

雅
史

こ
の
夏
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
念
じ
上
げ
ま
す
。
も
し
私
に
一
度

だ
け
魔
法
が
使
え
る
な
ら
、
世
の
中
か
ら

災
害
を
な
く
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
気
持

ち
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
お
り
ま
し
た
。

私
の
住
む
島
根
半
島
も
二
年
お
き
に
線

状
降
水
帯
が
発
生
し
て
お
り
、
程
度
の
差

は
あ
る
で
し
ょ
う
が
水
害
被
害
の
恐
怖
は

承
知
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
誠
に
大
変

な
思
い
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

自
然
災
害
を
ふ
く
め
、
私
が
困
難
な
時

に
励
ま
さ
れ
る
の
が
、「
世
尊
の
二
十
年

の
遺
恩
は
、
児
孫
を
蓋
覆
し
、
白
毫
光
の

一
分
の
功
徳
は
、
受
用
し
て
尽
き
ず
」、

意
訳
す
れ
ば
「
釈
尊
が
百
歳
の
寿
命
を

二
十
年
縮
め
て
後
世
に
残
し
て
く
れ
た
恵

み
は
、
今
の
私
達
を
お
お
い
守
っ
て
く
れ

て
お
り
、
釈
尊
の
眉
間
に
あ
る
白
毫
の
光

の
ほ
ん
の
少
し
の
恩
恵
も
、
私
達
に
は
用

い
尽
く
せ
な
い
」（『
典
座
教
訓
・
赴
粥
飯

法
』
講
談
社
学
術
文
庫
よ
り
引
用
）
の
一

文
で
す
。
中
国
の
書
物
に
あ
る
文
章
で
、

道
元
禅
師
さ
ま
が
『
典
座
教
訓
』
の
中
で

紹
介
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

ど
ん
な
に
困
難
な
時
だ
と
し
て
も
、
お

釈
迦
さ
ま
は
ち
ゃ
ん
と
見
守
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
。
私
は
そ
の
よ
う
に
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

た
だ
こ
れ
は
、
困
難
の
最
中
に
あ
っ
て

は
な
か
な
か
承
知
で
き
な
い
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
瑩
山
禅
師
さ
ま
は
、

「
た
と
い
難
値
難
遇
の
事
有
る
も
必
ず
和

合
和
睦
の
思
い
を
生
ず
べ
し
」
と
願
わ
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

難
値
難
遇
と
は
会
い
難
い
ご
縁
に
出
会

う
意
味
で
、
普
通
は
良
い
ご
縁
に
出
会
う

意
味
で
つ
か
い
ま
す
。
し
か
し
瑩
山
禅
師

さ
ま
は
、
会
い
た
く
も
な
い
ご
縁
に
出
会

う
意
味
で
お
つ
か
い
で
す
。
腹
が
立
っ
て

し
ょ
う
が
な
い
。
不
安
ば
か
り
で
し
ょ
う

が
な
い
。
そ
ん
な
時
で
も
、
必
ず
和
合
和

睦
の
思
い
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。
瑩
山

禅
師
さ
ま
の
や
さ
し
さ
が
伝
わ
る
お
言
葉

で
す
。

特
に
「
必
ず
」
の
一
語
が
光
り
ま
す
。

心
に
か
け
て
、
決
し
て
投
げ
出
さ
な
い
。

瑩
山
禅
師
さ
ま
の
切
実
な
願
い
は
今
も
生

き
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
私
の
演
題
は
、『
今
を
創
る
』

で
し
た
。
今
、
何
時
何
分
と
い
う
時
間

を
、
真
に
時
間
た
ら
し
め
る
の
は
誰
で
も

な
い
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
日
常
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
仏
の
世
界
を
創
造
す
る
気

構
え
で
生
活
い
た
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
願

い
を
胸
に
お
伺
い
し
ま
し
た
。

そ
の
要
訣
は
「
合
掌
」
の
生
活
に
あ
り

ま
す
。
具
体
的
に
手
を
合
わ
す
こ
と
は
も

と
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
時
に
で
も
、
せ
め

て
心
の
中
で
で
も
相
手
に
手
を
合
わ
す
。

そ
の
時
、
お
釈
迦
さ
ま
が
お
見
守
り
く
だ

さ
り
、
瑩
山
禅
師
さ
ま
が
必
ず
と
願
わ
れ

た
姿
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

危
機
と
不
安
ば
か
り
が
広
が
る
今
、
私

た
ち
仏
教
徒
は
原
点
に
立
ち
か
え
り
「
合

掌
の
尊
さ
を
示
し
て
い
き
た
い
。」
そ
の

よ
う
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
今
回
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

関
係
各
位
お
一
人
お
ひ
と
り
に
万
感
の
謝

意
を
申
し
上
げ
、
秋
田
県
宗
務
所
管
内
檀

信
徒
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
念
じ
申
し
上
げ

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
を
創
る

3 教区　龍源寺様にて

教

区

月　
　

日

教

場

14
教
区

６
月
13
日

蚶
満
寺

15
教
区

６
月
14
日

能
持
院

５
教
区

６
月
15
日

香
川
寺

教

区

月　
　

日

教

場

１
教
区

６
月
10
日

源
正
寺

４
教
区

６
月
11
日

清
光
院

３
教
区

６
月
12
日

龍
源
寺

愛
知
県

新
蔵
寺
住
職

特
派
布
教
師

竹
川

正
悟

御
仏
を
こ
の
身
に
い
た
だ
く

第138号19（　）令和６年９月30日 曹洞宗秋田県宗務所所報



禅
指
導
、
法
式
指
導
を
行
う
の
が
国
際
セ

ン
タ
ー
で
す
。

日
本
国
外
の
寺
院
は
主
に
、
１
９
０
０

年
代
初
頭
に
政
府
の
移
民
政
策
に
よ
っ

て
日
本
か
ら
海
外
に
渡
っ
た
日
系
移
民

に
よ
り
設
立
さ
れ
た
「
お
寺
」
と
戦
後

１
９
５
０
年
代
に
「
お
寺
」
に
赴
任
さ
れ

た
日
本
人
宗
侶
の
教
え
を
受
け
僧
侶
や
参

禅
者
と
な
っ
た
現
地
の
方
が
た
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
「
禅
セ
ン
タ
ー
」
の
２
種
の

寺
院
が
あ
り
、
活
動
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
。「
お
寺
」
で
は
戦
前
か
ら

戦
後
、
そ
し
て
現
代
へ
と
、
多
少
の
変
化

は
あ
る
も
の
の
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
た

日
本
文
化
と
密
接
な
行
事
や
先
祖
供
養
、

法
要
が
行
わ
れ
、
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き

た
背
景
が
う
か
が
え
ま
す
。
一
方
「
禅
セ

ン
タ
ー
」
で
は
坐
禅
を
中
心
に
据
え
、
一

佛
両
祖
の
み
教
え
や
祖
師
が
た
（
主
に

１
９
６
０
年
代
、
７
０
年
代
に
日
本
国
外

と
の
交
流
を
行
っ
た
僧
侶
）
の
教
え
、
経

典
の
参
学
を
、
現
地
僧
侶
が
中
心
と
な
っ

皆
さ
ま
の
中
で
、
宗
門
の
国
際
布
教
に

ふ
れ
る
機
会
、
ま
た
は
身
近
に
感
じ
た
方

が
た
が
、
ど
れ
ぐ
ら
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
か
？

私
が
勤
務
し
て
い
る
「
曹
洞
宗
国
際
セ

ン
タ
ー
」
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
所
在
し

て
お
り
、
就
任
し
た
２
０
１
６
年
２
月
か

ら
数
え
る
と
今
年
で
９
年
目
と
な
り
ま

す
。国
際
セ
ン
タ
ー
は
１
９
９
７
年
設
立
、

今
年
で
27
年
を
迎
え
ま
す
。
宗
門
の
国
際

布
教
機
関
は
、
ハ
ワ
イ
、
北
ア
メ
リ
カ
、

南
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
そ
れ
ぞ
れ

国
際
布
教
総
監
部
が
あ
り
、
各
国
際
布
教

総
監
の
も
と
、
宗
務
庁
か
ら
の
赴
任
職
員

や
現
地
国
際
布
教
師
が
主
に
宗
務
手
続
き

に
関
わ
る
一
切
の
作
業
を
行
っ
て
お
り
、

私
ど
も
の
国
際
セ
ン
タ
ー
は
布
教
教
化
に

特
化
し
た
機
関
で
す
。
わ
か
り
易
く
説
明

す
る
と
、
日
本
国
外
の
宗
侶
や
寺
院
・
禅

セ
ン
タ
ー
の
登
録
や
各
申
請
業
務
な
ど
を

行
う
の
が
国
際
布
教
総
監
部
、
法
話
や
参

て
行
う
、一
般
の
参
禅
者
が
集
う
僧
伽（
さ

ん
が
）
の
よ
う
な
形
態
が
一
般
的
で
す
。

現
在
、
曹
洞
宗
に
お
け
る
日
本
国
外
の

寺
院
数
と
宗
侶
数
は
、
ハ
ワ
イ
管
内
９
寺

院
、
宗
侶
15
名
（
※
国
際
布
教
師
８
名
）、

北
ア
メ
リ
カ
管
内
54
寺
院
、
宗
侶
２
３
５

名
（
国
際
布
教
師
57
名
）、
南
ア
メ
リ
カ

管
内
17
寺
院
、
宗
侶
１
０
０
名
（
国
際
布

教
師
15
名
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
管
内
53
寺
院
、

宗
侶
３
１
０
名
（
国
際
布
教
師
52
名
）
が

登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
※
「
国
際
布

教
師
」
と
は
出
家
得
度
に
よ
る
僧
籍
登
録

後
、
日
本
で
の
安
居
を
経
て
、
二
等
教
師

以
上
の
教
師
資
格
を
保
持
す
る
、
日
本
国

外
で
布
教
活
動
を
行
っ
て
い
る
宗
侶
）
し

か
し
、
日
本
人
宗
侶
の
も
と
で
修
業
を
行

い
、
そ
の
後
、
自
身
の
僧
伽
を
持
ち
な
が

ら
弟
子
を
育
成
し
て
き
た
現
地
僧
侶
の
中

に
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
曹
洞
宗
へ
の
登

録
を
行
わ
な
か
っ
た
方
が
た
も
多
く
、
曹

洞
宗
侶
以
外
の
曹
洞
禅
僧
侶
は
１
０
０
０

人
以
上
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
僧
侶
の
も

と
、
大
な
り
小
な
り
の
僧
伽
が
世
界
中
に

広
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
国
際
セ
ン

タ
ー
は
こ
の
世
界
中
に
広
ま
っ
た
僧
伽

（
禅
セ
ン
タ
ー
）
を
ま
わ
り
、
法
話
や
参

禅
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
法
話
の
内

容
は
そ
の
時
ど
き
で
変
わ
り
ま
す
が
、
例

え
ば
、
先
祖
供
養
の
大
切
さ
を
説
き
、
そ

の
後
、
僧
伽
メ
ン
バ
ー
を
交
え
て
実
際
に

法
要
を
行
う
等
で
す
。
一
昨
年
か
ら
今
年

に
か
け
て
は
、
大
本
山
總
持
寺
開
祖
瑩
山

曹
洞
宗
国
際
布
教
最
前
線
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
曹
洞
宗
国
際
セ
ン
タ
ー

主
事

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
香
最
寺

副
住
職
　
　
　
伊

藤

大

雅

現職研修会（ハワイ正法寺・ハワイ）法話（アトランタ禅センター・北アメリカ）
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禅
師
七
百
回
大
遠
忌
に
あ
た
り
、
瑩
山
禅

師
に
つ
い
て
の
法
話
を
行
い
、
本
年
４
月

に
は
日
本
国
外
の
僧
侶
と
参
禅
者
を
対
象

と
し
た
両
大
本
山
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
実
施

し
、
約
１
０
０
名
の
ツ
ア
ー
を
伴
っ
て
両

大
本
山
拝
登
を
行
い
ま
し
た
。

日
本
国
内
と
国
外
、
お
寺
と
僧
伽
、
そ

れ
ぞ
れ
目
に
見
え
る
形
は
異
な
っ
て
い
て

も
、私
た
ち
は
同
じ
「
教
え
」
を
共
有
し
、

「
生
き
方
」「
豊
か
さ
」「
貧
し
さ
」「
困
難
」

に
対
す
る
向
き
合
い
方
は
同
じ
で
す
。
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
こ
こ
ま
で
進
歩
し
た
今
、

私
た
ち
に
と
っ
て
言
語
や
距
離
は
、
交
流

す
る
こ
と
の
壁
で
は
既
に
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、こ
の
「
世
界
に
広
が
っ
た
曹
洞
禅
」

に
興
味
を
持
ち
、こ
の
目
で
確
か
め
た
い
、

と
願
う
方
が
一
人
で
も
多
く
現
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
宗
門
の
国
際

布
教
に
対
す
る
、
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
理

解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

合
掌

アパレシーダ観音無遮施食会
（サンパウロ佛心寺・南アメリカ） 暁天坐禅（ブロア禅道尼苑・ヨーロッパ）

月日 行　　　程（バス＝＝＝） 食事

5
／
14
(水 )

5:30　 8:40　　　　　　10:00/10:30　　13:20
各地 ＝ 青森空港 － JL → 羽田空港 － JL → 那覇空港
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16:00 頃
（※飛行機の時刻は予定です） ＝ 平和記念公園 ＝ 琉球ガラス村 ＝ 那覇泊
　　　　　　　　　　　　　 ※ 平和の礎 : 千秋の塔にて戦没者慰霊
秋田空港 － NH → 羽田空港 － NH → 那覇空港
7:30　　　　　　 8:35/9:30　　　　　12:10　　※夕食は琉球舞踏を観ながら

×
昼
夕

5
／
15
(木 )

8:00　　10:00『開会』　　　　　15:00『閉会』16:00 頃
ホテル ＝ 令和７年度梅花流全国奉詠大会 ＝ 北中城村泊
　　　　　　　　『於 : 沖縄アリーナ』

朝
昼弁
夕

5
／
16
(金 )

8:30　　　　　　　　　　　　　　　　　 12:00 頃　　　　　　　　　　　　　 17:50 頃
ホテル ＝ 万座毛 ＝ 古宇利オーシャンタワー ＝ 今帰仁 ＝ 美ら海水族館 ＝ 大宜見 ＝ 名護市泊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シークワーサーパーク

朝
昼
夕

5
／
17
(土 )

　　　　　　　　　　　15:00　　　　 17:30/18:40　　　19:55　　21:50 頃
　　　　　　　　　　　那覇空港 － JL → 羽田空港 － JL → 青森空港 ＝ 各地
ホテル ＝ おきなわワールド ＝ （※飛行機の時刻は予定です）
　　　　  10:30 エイサーショー　　15:00　　　　　　17:30/19:10　　　　　　20:15
　　　　  11:30 バイキング　　　　那覇空港 － JAL → 羽田空港 － JAL → 秋田空港

朝
昼
×

《梅花流全国奉詠大会と沖縄平和記念の旅》
1．期日　令和7年5月14～ 17日　2．申込締切　令和7年3月1日
3．会費　169,000円（秋田空港発着）175,000円（青森空港発着）

※観光地予約時刻・道路事情等によりコース及び順序が変更になる場合もあります。

令
和
七
年
の
梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
は
︑
五
月
十
五
日
に
沖
縄
市
﹁
沖
縄
ア
リ
ー

ナ
﹂
に
て
︑梅
花
流
全
国
奉
詠
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
︒
終
戦
八
十
周
年
の
平
和
記
念
・

本
土
復
帰
五
十
三
年
の
平
和
を
祈
る
旅
で
す
︒
こ
の
勝
縁
に
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
︒
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五
庵
山
抄

と
こ
ろ
で
管
内
の
皆
さ
ん
は
、
晩
課
を

お
勤
め
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
私
は
従

来
、
朝
課
の
み
で
あ
っ
た
が
、
あ
る
時
仏

跡
巡
拝
の
旅
の
同
行
者
に
、
晩
課
の
妙
功

徳
を
知
ら
さ
れ
、
そ
れ
以
後
愚
直
に
お
勤

め
し
て
い
る
。
一
日
の
し
め
く
く
り
と
し

て
晩
課
は
報
恩
謝
徳
の
最
た
る
行
持
で
あ

る
。私

は
現
在
九
十
五
歳
を
直
近
に
迎
え
る

福
壽
到
来
は
、
暁
天
打
坐
、
朝
課
、
晩
課

を
如
法
に
お
勤
め
し
て
い
る
因
縁
果
と
思

わ
れ
て
な
ら
な
い
。

昨
今
世
間
で
は
僧
侶
の
行
持
が
な
お
ざ

り
で
あ
る
と
の
風
評
。
し
か
し
、
宗
門
人

と
し
て
本
来
在
る
べ
き
姿
の
基
本
は
朝

課・晩
課
だ
と
思
う
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
。

回
顧

あ
る
日
の
午
前
中
に

　
　
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た
諸
々

正
法
院
住
職

清

水

道

広

参
同
契
の
一
節
。
事
を
執
す
る
も
元
是

迷
い
。
執
（
し
ゅ
う
）（
し
ゅ
）
そ
う
い

え
ば
法
要
中
も
何
方
か
に
分
か
れ
る
な
。

読
み
癖
と
い
う
や
つ
か
。
な
ど
と
脳
裏
を

よ
ぎ
る
朝
の
始
ま
り
。

婆
須
密
大
和
尚
（
ば
し
ゅ
み
つ
だ
い
お

し
ょ
う
）婆
須
密
多
大
和
尚（
ば
し
ゅ
み
っ

た
だ
い
お
し
ょ
う
）
あ
っ
、
こ
れ
も
何
時

だ
っ
た
か
話
題
に
出
た
。

大
悲
心
陀
羅
尼
、
略
さ
な
い
と
何
て
名

前
だ
っ
た
っ
け
？
（
千
手
千
眼
観
世
音
菩

薩
廣
大
圓
満
無
礙
大
悲
心
陀
羅
尼
）

次
か
ら
次
へ
と
巡
る
朝
の
時
間
。

四
ペ
ー
ジ
開
き
か
ら
二
ペ
ー
ジ
。
そ
れ

と
も
片
手
合
掌
で
ペ
ー
ジ
繰
り
。
お
唱
え

次
第
で
は
旋
揺
に
も
拘
ろ
う
か
な
。
お
っ

と
、
い
け
な
い
。
発
声
練
習
。
ハ
ン
ド
ル

を
握
っ
て
い
る
と
き
は
運
転
に
集
中
し
た

い
も
の
だ
。
そ
れ
は
そ
う
と
混
合
容
器

残
っ
て
い
る
か
な
。
二
リ
ッ
ト
ル
が
欲
し

い
な
。五
リ
ッ
ト
ル
は
ち
ょ
っ
と
大
き
い
。

七
日
の
草
刈
作
業
に
間
に
合
っ
て
欲
し
い

な
。
そ
う
い
え
ば
二
四
日
に
五
三
会
を
企

画
し
て
い
た
な
。
場
所
ど
こ
に
し
よ
う
。

裕
憲
さ
ん
に
相
談
だ
な
。

晋
山
式
で
の
開
山
堂
法
語
の
後
に
祝
祷

諷
経
は
初
め
て
見
た
な
。
伝
供
も
し
て
独

詠
も
付
い
て
。
良
か
っ
た
な
。
伝
供
入
る

と
、
法
要
が
引
き
立
つ
な
。
マ
イ
ク
無
し

で
の
お
唱
え
も
悪
く
な
い
な
。
声
量
の
調

整
を
し
な
く
て
良
い
の
は
結
構
楽
か
も
。

又
手
は
き
れ
い
に
、
を
心
が
け
る
と
立
ち

姿
も
変
わ
る
な
。

曹
洞
禅

太
平
寺
東
堂

亀

谷

健

樹

太
平
寺
と
い
う
宗
門
寺
院
に
生
を
享
け

坊
さ
ん
に
な
っ
た
。
私
の
生
涯
は
何
で

あ
っ
た
か
を
省
み
る
と
じ
く
じ
た
る
も
の

が
あ
る
。
駒
大
で
澤
木
興
道
老
師
に
出
会

い
禅
僧
の
生
き
様
を
学
ん
だ
。し
か
し『
宿

無
し
興
道
』
を
マ
ネ
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
出
家
出
来
な
い
。
そ
の
ジ
レ
ン
マ

に
悩
ん
だ
。

し
か
も
学
部
三
年
の
時
、
親
友
の
看
護

で
肺
病
に
な
り
療
養
三
年
。
本
山
僧
堂
安

居
出
来
な
い
負
い
目
を
背
負
っ
た
。
だ
が

縁
あ
っ
て
三
十
五
歳
の
時
、
盛
岡
の
報
恩

寺
専
門
僧
堂
、
徳
武
文
爾
老
師
に
短
期
間

で
あ
っ
た
が
策
励
を
受
け
、
私
な
り
に
曹

洞
禅
を
学
ん
だ
。
そ
の
結
果
ど
う
や
ら
人

並
み
に
暁
天
打
坐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
一
炷
香
、
四
十
分
。
寺
族
の
撞
く

暁
鐘
九
声
の
梵
音
を
聴
く
。
当
に
至
福
の

一
刻
。
だ
が
正
直
、
禅
の
入
口
か
も
し
れ

ぬ
。
報
恩
寺
で
は
公
案
禅
、
参
師
問
答
を

経
験
、
今
は
黙
照
禅
に
徹
す
る
。「
た
だ

す
わ
る
」
そ
れ
が
難
し
い
。

私
の
坐
褥
傍
ら
の
床
柱
の
短
冊
に
次
の

偈
が
あ
る
。『
花
落
風
猶
香
、
鳥
啼
山
更

幽
』
～
花
落
ち
て
風
な
お
香
し
く
、
鳥
啼

い
て
山
更
に
幽
か
な
り
～
枯
木
と
銘
の
あ

る「
詩
人
玉
屑
」改
作
の
一
句
で
天
徳
作
、

禅
の
境
涯
を
示
す
。
何
時
も
こ
の
辺
り
に

あ
る
事
を
、
な
ん
と
い
う
幸
せ
か
と
痛
切

に
想
う
。

今
ま
で
お
会
い
し
た
禅
者
で
は
、
宮
崎

奕
保
禅
師
の
日
常
底
に
憧
れ
る
。
ご
つ
ご

つ
た
る
坐
相
に
圧
倒
さ
れ
た
。
当
に
泰
山

の
如
し
。
微
動
だ
も
し
な
い
。

先
年
、
男
鹿
の
某
寺
に
御
親
香
な
さ
れ

た
。
辞
去
さ
れ
た
あ
と
の
小
卓
に
、
折
鶴

が
そ
っ
と
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
ま
さ
に
『
曹
洞
禅
の
典

型
』
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

─
第
十
教
区
の
皆
さ
ん
の
声
─
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そ
う
い
え
ば
、
今
朝
は
あ
ま
り
汗
か
か

な
か
っ
た
な
。
帰
っ
て
か
ら
も
う
一
回
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
き
る
な
。

え
っ
、
数
日
間
で
こ
ん
な
に
も
変
化
す

る
も
の
な
の
？
発
声
が
格
段
に
良
く
な
っ

て
い
る
。
努
力
さ
れ
て
い
る
な
、
見
習
わ

な
い
と
。
大
会
ま
で
あ
と
一
週
間
か
。
自

分
も
練
習
だ
な
。
詠
範
さ
ん
達
、
明
る
い

な
。
楽
し
ん
で
頂
け
て
い
る
か
な
。
そ
れ

が
一
番
大
事
。

本
堂
の
前
机
。
良
い
感
じ
に
設
置
さ
れ

た
な
。
焼
香
台
と
香
台
、
入
れ
替
え
よ
う

か
な
。
明
日
の
朝
ま
た
考
え
よ
う
。

あ
る
日
の
午
前
中
に
脳
裏
を
よ
ぎ
っ
た

中
か
ら
思
い
出
せ
た
も
の
を
一
部
抜
粋
。

お
仕
事
の
割
合
が
少
し
多
め
か
。
ま
ぁ
、

そ
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

日
々
思
う
こ
と

常
光
寺
徒
弟

嶋

森

良

憲

此
度
五
庵
山
抄
の
に
起
稿
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
第
十
教
区
常
光
寺
徒
弟
嶋
森

良
憲
と
申
し
ま
す
。
未
熟
な
故
、
稚
拙
な

文
章
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

私
は
現
在
第
十
教
区
常
光
寺
に
籍
を
置

き
、
第
二
教
区
待
月
院
に
住
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
第
十
三
教
区
自
性
院
に
縁
を
い

た
だ
き
納
所
し
て
お
り
ま
す
。

自
性
院
で
の
納
所
の
合
間
、
待
月
院
の

あ
る
五
城
目
町
の
無
形
文
化
財
「
山
内
番

楽
」
の
舞
手
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
ま

す
。
お
よ
そ
五
百
年
前
よ
り
五
城
目
町
に

伝
わ
る
四
つ
の
番
楽
の
内
の
一
つ
で
、
現

在
活
動
し
て
い
る
唯
一
の
番
楽
で
あ
り
今

で
も
祭
り
の
際
は
神
社
へ
踊
り
の
奉
納
が

あ
り
ま
す
。

し
か
し
山
内
番
楽
も
例
に
も
れ
ず
少
子

高
齢
化
の
波
を
受
け
て
お
り
、
現
在
後
継

者
不
足
に
大
変
苦
慮
し
て
お
り
ま
す
。
本

来
山
内
番
楽
の
後
継
者
は
山
内
地
区
の
長

男
の
み
に
受
け
継
が
れ
る
も
の
。
舞
手
の

減
少
と
そ
れ
に
よ
る
継
承
不
可
と
な
る
舞

い
が
増
え
、
山
内
晩
楽
保
存
会
と
し
て
も

由
々
し
き
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
対
策
が
、
小
学
校

三
年
生
を
対
象
に
授
業
の
中
で
町
の
文
化

を
学
ん
で
も
ら
う
事
で
し
た
。
実
際
に
舞

い
を
見
て
も
ら
い
踊
っ
て
み
て
興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
二
○
一
五
年
よ
り

番
楽
教
室
を
開
く
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
事
案
か
ら
曹
洞
宗
僧
侶
の

自
分
が
気
付
い
た
こ
と
は
、
伝
統
芸
能
と

は
受
け
継
が
れ
続
け
て
き
た
も
の
で
、
僧

侶
と
し
て
檀
信
徒
と
関
わ
る
信
仰
の
在
り

方
に
似
て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。
師
か
ら

弟
子
に
伝
え
ら
れ
る
舞
い
は
、
親
の
背
中

を
見
て
手
を
合
わ
せ
る
子
の
姿
に
重
な
り

ま
し
た
。

近
年
の
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
近
代
化
に
信

仰
の
薄
れ
を
感
じ
ま
す
。
一
僧
侶
と
し
て

出
来
る
事
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
私
の
背
中
を
見
て
信
仰
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
日
々
精
進
し
た
い
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

東
堂
の
呟
き

福
寿
寺
東
堂

奥

山

謹

英

高
齢
者
の
交
通
事
故
で
ブ
レ
ー
キ
と
ア

ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
、
逆
走
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
考
え
て
し
ま
う
。
今

年
は
運
転
免
許
更
新
の
年
。
四
月
に
入
り

公
安
委
員
会
か
ら
講
習
の
案
内
ハ
ガ
キ
が

届
く
。
早
速
申
込
み
高
齢
者
講
習
、
認
知

機
能
検
査
、
運
転
技
術
検
査
を
受
け
何
と

か
更
新
の
手
続
き
が
出
来
た
。

五
月
の
連
休
後
、
気
掛
か
り
だ
っ
た
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
、
輪
島
市
門
前
町

の
知
人
を
訪
ね
た
。
本
人
は
無
事
元
気
。

自
宅
は
屋
根
の
瓦
が
落
ち
、
雨
漏
り
し
た

が
、
金
沢
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
十

人
ほ
ど
が
来
て
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
て

く
れ
た
。
そ
の
後
、
知
り
合
い
の
業
者
が

名
古
屋
か
ら
駆
け
付
け
、
瓦
を
撤
去
し
ト

タ
ン
屋
根
に
換
え
て
く
れ
た
。
水
道
、
電

気
も
一
週
間
前
に
復
旧
し
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
次
の
日
、
輪
島
市
役
所
門
前
総

合
支
所
隣
の
交
番
を
訪
ね
た
。
県
外
ナ
ン

バ
ー
の
パ
ト
カ
ー
を
洗
車
し
て
い
る
方
に

聞
い
た
話
で
は
、
町
内
の
人
達
は
避
難
し

て
い
る
の
で
、
哀
し
い
こ
と
に
窃
盗
事
件

が
多
発
し
て
い
て
全
国
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル

の
応
援
に
来
て
い
る
と
の
こ
と
。

町
内
の
一
画
に
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

の
事
務
所
を
訪
ね
た
。
總
持
寺
祖
院
の
倒

壊
し
た
回
廊
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
掛
け
て

き
た
そ
う
だ
。
後
日
禅
師
さ
ま
が
視
察
の

予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
秋
田

県
か
ら
も
炊
き
出
し
に
来
て
い
た
だ
い
た

と
の
こ
と
。
そ
の
後
、
知
人
宅
で
二
泊
さ

せ
て
い
た
だ
き
能
登
を
後
に
し
た
。

こ
の
度
の
道
中
、
車
の
運
転
は
大
変

だ
っ
た
。
日
中
で
も
道
路
標
示
が
よ
く
見

え
ず
夜
間
は
ラ
イ
ト
が
眩
し
い
。
夜
の
運

転
は
危
険
と
思
い
早
め
に
ホ
テ
ル
に
駆
け
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込
む
。
帰
山
し
た
次
の
日
眼
科
を
受
診
、

結
果
は
白
内
障
。
手
術
し
た
方
が
良
い
の

だ
が
、
予
約
が
多
い
の
で
日
程
が
決
ま
り

次
第
連
絡
し
ま
す
と
の
こ
と
。

お
盆
の
棚
経
が
始
ま
る
。
拙
僧
、
住
職

退
任
し
て
十
年
弱
。
平
成
三
年
に
森
吉
山

ダ
ム
建
設
で
移
転
に
な
っ
た
県
内
在
住
の

檀
家
さ
ん
を
棚
経
で
回
る
。
案
内
状
で
日

程
を
連
絡
す
る
と
、
仏
壇
を
清
掃
し
準
備

し
て
待
っ
て
く
れ
て
い
る
。
お
勤
め
の
後

で
、
故
郷
の
近
況
を
求
め
ら
れ
る
。
世
代

が
変
わ
り
、
ま
た
秋
田
方
面
に
移
住
す
る

方
も
出
て
き
た
。
現
在
住
職
と
二
人
で

回
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
棚
経
を
継
続
で

き
る
か
重
要
課
題
で
あ
る
。

運
転
免
許
証
受
け
取
り
の
日
が
き
た
。

い
つ
ま
で
出
来
る
か
精
進
し
た
い
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

合
掌

棚

経
耕
田
寺
住
職

佐
々
木

賢

龍

最
近
、
法
事
・
施
食
会
等
の
供
養
も
リ

モ
ー
ト
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
い

い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
遠
方
か
ら
来
た

く
て
も
来
れ
な
い
方
に
は
ご
先
祖
様
菩
提

寺
と
の
繋
が
り
が
持
て
る
か
ら
で
す
。

そ
の
よ
う
な
最
新
の
機
器
を
使
い
こ
な

せ
な
い
私
の
棚
経
の
お
勤
め
は
６
月
中
旬

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
時
間
と
手
間
が
か
か

り
ま
す
。

首
都
圏
地
域
へ
電
話
連
絡
し
日
時
を
調

整
し
ま
す
。
調
整
で
き
次
第
日
程
を
配
布

し
ま
す
。
首
都
圏
は
七
月
に
回
り
ま
す
。

今
年
の
日
程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

十
二
日
（
金
）

七
時
開
始
「
高
萩
市
、
鹿
嶋
市
、
市
原

市
、
船
橋
市
、
松
戸
市
、
柏
市
、
竜
ヶ
崎

市
」
最
後
は
十
七
時

各
一
軒
訪
問

十
三
日
（
土
）

八
時
開
始
「
古
河
市
、
三
郷
市
、
蕨
、

朝
霞
市
、
富
士
見
市
、
川
越
市
、
東
松
山

市
、
加
須
市
、
鎌
ヶ
谷
市
」
最
後
は
二
十

時
、
各
一
軒
訪
問

十
四
日
（
日
）

八
時
開
始
「
川
崎
市
、
大
田
区
、
横
浜

市
、
鎌
倉
市
、
相
模
原
市
、
三
島
市
」
最

後
は
十
八
時
、
各
一
軒
訪
問

十
五
日
（
月
）

八
時
開
始
「
南
ア
ル
プ
ス
市
、
大
宮
、

日
光
市
、
郡
山
市
」
最
後
は
十
七
時
、
各

一
軒
訪
問

お
土
産
は
お
菓
子
と
妻
と
刈
入
し
袋
詰

め
に
し
た
山
菜
。

今
年
年
回
法
要
に
当
た
っ
て
る
方
は
八

件
。
そ
れ
ぞ
れ
に
塔
婆
を
立
て
、
墓
地
を

清
掃
し
お
菓
子
果
物
を
お
供
え
し
、
ス
マ

ホ
で
写
真
を
撮
り
お
参
り
し
て
も
ら
い
ま

す
。
お
盆
に
帰
省
で
き
な
い
方
は
そ
の
場

で
合
掌
し
供
養
し
て
も
ら
い
ま
す
。
首
都

圏
に
お
墓
の
あ
る
方
は
、
塔
婆
を
持
参
し

ま
す
。

八
月
初
旬
は
仙
台
近
郊
、
七
日
午
後
は

秋
田
市
内
、
八
日
は
潟
上
、
能
代
、
合
川
、

鷹
巣
、
大
館
を
電
話
で
日
時
を
確
認
し
て

か
ら
廻
り
、
地
元
は
十
～
十
五
日
に
廻
り

ま
す
。二
十
年
ほ
ど
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
あ
と
何
年
供
養
し
て
い
け
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
限
り
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

～

お
知
ら
せ

～

太
平
寺
東
堂

亀
谷
健
樹
老
師
よ
り

先
年
、
卒
寿
の
記
念
に
「
空
を
担
い
で

壽
老
人
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
集
を
刊
行
致

し
ま
し
た
。
少
し
部
数
を
多
く
印
刷
し
ま

し
た
の
で
、
ご
希
望
の
県
内
ご
寺
院
様
に

無
料
贈
呈
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

つ
い
て
は
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
お
待
ち
致
し
ま
す
。
な
お
在
庫
な

く
な
り
次
第
打
ち
切
り
ま
す
の
で
ご
承
知

下
さ
い
。
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〇
四
月
二
十
六
日

寺
族
会
総
会

〇
五
月
八
日

梅
花
流
講
師
等
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

参
加

二
十
三
名

講
師

龍
門
寺
住
職

浅
田
髙
明
師
範

講
師

正
法
院
住
職

清
水
道
広
師
範

　
　

講
習
実
演
者

　
　
　
　

全
應
寺
住
職

佐
藤
宗
明
師
範

　
　
　
　

天
仙
寺
副
住

福
田
晧
雄
師
範

　
　
　
　

福
寿
寺
住
職

奥
山
一
英
師
範

　
　
　
　

東
林
寺
副
住

佐
藤
龍
道
師
範

　
　
　
　

長
年
寺
副
住

松
井
祐
司
師
範

　
　
　
　

倫
勝
寺
副
住

山
田
卓
爾
師
範

　
　
　
　

東
山
寺
副
住

柿
崎
隆
仁
師
範

　
　
　
　

松
庵
寺
副
住

渡
邊
英
心
師
範

　
　
　
　

恵
林
寺
住
職

本
間
秋
彦
師
範

〇
五
月
二
十
三
日

婦
人
会
総
会

研
修
会
講
師

秋
田
県
総
合
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

食
品
加
工
研
修
所
長

髙
橋
徹
氏

〇
六
月
二
十
七
日

仏
教
講
座
①

　
　

写
経
会　
　

参
加　
　

十
一
名

　
　
　

指
導　
　

珠
林
寺

鮎
川
義
寛
師

　
　
　
　
　
　
　

満
昌
寺

藤
原
大
輝
師

　
　

講

座　
　

参
加　
　

二
十
四
名

宗
務
所
だ
よ
り

坐禅指導
蚶満寺徒弟

横山智弘宗師

マメ知識①
信翁院副住職
木島宏人師

マメ知識②
實相寺住職

大佐賀正信師

仏教語解説
天昌寺副住職
小澤孝全師

梅花流詠賛歌
龍門寺住職

浅田髙明師範

講　義
慶祥寺徒弟
矢萩宗淳師
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〇
七
月
十
九
日

研
修
部
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

参
加

二
十
五
名

『
戒
名
に
つ
い
て
の
一
考
察
』

　
　
　

講

師

蚶
満
寺
住
職

熊
谷

右
忍

老
師

※
研
修
は
継
続
の
予
定
で
す
。

◎
東
北
管
区
布
教
講
習
会

七
月
二
十
五
～
二
十
六
日

「
法
要
解
説
に
つ
い
て
」

恩
徳
寺
住
職

岩
舘
裕
章

老
師

「
災
害
関
連
死
を
防
ぎ
た
い
～
被
災
者

支
援
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
～
」

宝
昌
寺
住
職

新
川
泰
道

老
師

「
高
祖
の
み
教
え
を
学
び
な
お
す
」

元
鶴
見
大
学
学
長
木
村
清
孝
老
師

◎
第
１
教
区
長
が
替
わ
ら
れ
ま
し
た
。

退
任
日

令
和
６
年
８
月
６
日

　
　

嶺
梅
院
住
職

三
浦

健
幸

宗
師

任
命
日

令
和
６
年
８
月
７
日

　
　

闐
信
寺
住
職

明
石

浩
延

宗
師

嶺
梅
院
様
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

闐
信
寺
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◎
所
報
一
三
七
号

正
誤
表

※
徒
弟
研
修
会
受
講
者

　
　

九
教
区
玉
鳳
院

　
　
　

柳

川

賢

世

さ
ん

誤

　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
　
　
　
　
　

顕

世

さ
ん

正

※
ご
遷
化
・
逝
去

　
　

十
八
教
区

樹
温
寺

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
俊
明
老
師

誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
徹
明
老
師

正

　
　

一
教
区
長
泉
寺

　
　
　

田
口
義
典
老
師
ご
遷
化
日

　
　
　
　
　

令
和
五
年
八
月
九
日

誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
月
五
日

正

右
、
訂
正
致
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
致
し
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し

ま
す
。

（
担
当

佐
藤
徳
祐
）

秋田市　補陀寺様　補陀寺会館にて　参加者　76 名
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・・・　禅　を　聞　く　会　・・・

講  演  講  師  紹  介

講　師　東北福祉大学　学長

　千 葉　公 慈　老師
【千葉公慈老師　プロフィール】
1964 年　千葉県市原市朝生原　生まれ
宝林寺（千葉県市原市）住職
駒澤大学大学院人文科学研究科博士
後期課程満期退学（文学修士）
駒沢女子大学教授、曹洞宗教誨師を経て、
現在は東北福祉大学学長および
学校法人栴檀学園常務理事。東北福祉看護
学校校長。芹沢銈介美術工芸館館長。
大本山永平寺僧堂教育評議員。
大本山永平寺公開講座講師。
曹洞宗寺族通信教育（添削指導）委員。

千葉県市原市「いちはら観光大使」。
地域おこし隊「いっぺあ de 渓谷」代表。
2017 年グッドデザイン賞受賞
　　　　　　　　　（受賞番号 17GO70631）。
専門分野はインド仏教教理学。日本文化論。
テレビ、雑誌、講演などで仏教の教えや生き方
を説く。また民俗学や日本人の思想にも造詣が
深い。

日　時　　　令和６年11月11日（月）
12：30　　　受　　付
13：00　　　講　　演（詳細は講師紹介）
　　　　　　「仏教のいま、これから」
14：50　　　法　　要
　　　　　　「令和６年能登半島地震復興祈念大般若会」
15：30　　　閉　　式

場　所　　　秋田キャッスルホテル

【著　書】著書（単著）
『知れば恐ろしい日本人の風習』
『仏教から生まれた意外な日本語』
『心と体が最強になる禅の食』
『うつが逃げだす禅の知恵』
『お寺と仏教』以上 河出書房新社
『祖師に学ぶ禁煙の教え』
　　　　　　　　　仏教タイムス社

『心に花を咲かせる言葉』双葉社
『運がよくなる仏教の教え』集英社
（萩本欽一・千葉公慈共著）
『じっくり読み解く般若心経』
　　　　　　　　　大法輪閣　ほか。
※曹洞宗誌『てらスクール』にて
　「仏教 はじまりの偉人伝」連載中

第138号27（　）令和６年９月30日 曹洞宗秋田県宗務所所報



年 間 行 事 予 定
令和６年度（2024）

友引 管区 宗務所 宗務庁 県内寺院

31
月

31
木

31
火

宗　務　所　休　務

31
金

梅花一泊
研修会

30
日

30
水

30
土

30
月

30
木

梅
花
講
役
員
会

29
土

29
火

29
金
仏
教
講
座
③

29
日

29
水

28
金

28
金

28
月

28
木

28
土

28
火

27
木

27
木

27
日

27
水

27
金

27
月

26
水

26
水

全国人権

26
土
16
教
区
永
蔵
寺
退
董
晋
山
結
制

26
火

26
木

26
日

25
火

25
火

徒
弟
研
修
会

25
金
3
教
区
円
通
寺
退
董
晋
山
結
制

25
月

25
水

25
土

24
月
振
替
休
日

24
月
通
常
所
会
（
予
算
）

24
木
寺
族
会

24
日

24
火

24
金

23
日
天
皇
誕
生
日

23
日

23
水

本
山
研
修

23
土
勤
労
感
謝
の
日

23
月

23
木

22
土

22
土

22
火

22
金
宗
務
所
長
杯
ス
ポ
ー
ツ
大
会

22
日

22
水

21
金

21
金

21
月

21
木

21
土

21
火

20
木

20
木
春
分
の
日

20
日
15
教
区
龍
泉
寺
退
董
晋
山
結
制

20
水

20
金

20
月

19
水

19
水

19
土
12
教
区
鷲
泉
寺
本
葬
晋
山
結
制

19
火

19
木

19
日

18
火

18
火

18
金

18
月

18
水

18
土

17
月
諮
問
委
員
会
・
災
害
対
策
委
員
会

17
月

17
木

17
日
7
教
区
普
洞
院
晋
山

結
制

17
火

17
金

宗
務
所
梅
花
講
講
長
会
16
日

16
水
１
教
区
鱗
勝
院
結
制

16
土

16
月

16
木

16
日

15
土

15
火

15
金

15
日

15
水

15
土

14
金

実務担当
者会議

14
月
ス
ポ
ー
ツ
の
日

14
木

14
土

14
火

14
金

13
木

13
日

13
水

13
金

13
月
成
人
の
日

13
木

12
水

12
土

12
火

12
木
梅
花
養
成
所
（
合
同
）
12
日

12
水

11
火

11
金
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
11
月
禅
を
聞
く
会

11
水

11
土

11
火
建
国
記
念
の
日

10
月

10
木
梅
花
養
成
所（
初
級・上
級
）
10
日

10
火
管
区
宗
連

10
金

10
月
研
修
部
研
修
②

9
日

9
水
寺
族
会

9
土

9
月

9
木

9
日

8
土

8
火
現
職
研
修

8
金
梅
花
養
成
所
（
研
修
）
8
日

8
水

宗　務　所　休　務

8
土

7
金
梅
花
講
習

7
月

7
木
梅
花
養
成
所（
初
級・上
級
）
7
土

7
火

7
金
梅
花
講
習

6
木
全
国
所
長
会

6
日
12
教
区
長
泉
寺
晋
山

結
制

6
水
寺
族
会

6
金
梅
花
講
習

6
月

6
木
管
区
人
権
主
事
連
絡
協
議
会

梅
花
養
成
所
（
研
修
）

5
土

5
火
寺
族
研
修
会

5
木

5
日

5
水

5
水
梅
花
養
成
所（
初
級・上
級
）

4
金
梅
花
検
定
会（
県
央・南
）
4
月
振
替
休
日

4
水

4
土

4
火

4
火

3
木
梅
花
講
習

3
日
1
教
区
源
正
寺
退
董

晋
山
結
制

3
火

3
金

3
月

3
月

2
水

2
土

2
月

2
木

2
日

2
日

1
火

1
金
梅
花
講
習

1
日

1
水

元
日

1
土

1
土

月/日

10

OCT

月/日

11

NOV

月/日

12

DEC

月/日

1

JAN

月/日

2

FEB

月/日

3

MAR
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